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新体制の出発に向けて

─不易と流行─

日本歌人クラブ会長 神
かん

作
さく

光
こう

一
いち

四
九
〇
〇
人
余
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
お
す
ご
し
の
こ
と
と
推
察
い
た
し

ま
す
。
去
る
五
月
二
十
一
日
（
土
）
の
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
の
定
期
総
会
の
折
り
に
、
中
央

幹
事
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
皆
様
の
ご
支
持
に
よ
り
お
陰
様
で
当
選
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
上
、
当
選
者
九
名
の
互
選
と
い
う
所
定
の
手
続
き
を
経
て
、
当
日
の
総
会
に

報
告
さ
れ
、
私
が
新
会
長
の
重
責
を
に
な
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
間
で
す

が
、
緊
張
感
で
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
一
入
で
す
。

八
年
と
七
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
私
ど
も
を
お
導
き
く
だ
さ
っ
た
藤
岡
武
雄
前
会
長
に
対
し
、

こ
こ
で
改
め
て
心
か
ら
な
る
感
謝
を
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
新
体
制
の
出
発
に
向
け
て
、
私
と
し
て
は
「
不
易
と
流
行
」
と
い
う
理
念
の
も

と
、
柔
軟
に
、
誠
実
に
努
力
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
不
変
」
な
る
も

の
は
、
し
っ
か
り
と
継
承
し
、
堅
持
し
、
尊
重
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
変
化
」
す
る

も
の
へ
の
真
摯
な
対
応
と
着
実
な
実
行
を
も
心
が
け
て
参
り
ま
す
。
申
し
あ
げ
る
ま
で
も

な
く
、
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
九
月
二
十
三
日
、
千
代
田

生
命
ビ
ル
講
堂
に
お
い
て
創
立
総
会
を
開
催
し
、
現
在
に
及
ん
で
い
る
と
い
う
輝
か
し
い

歴
史
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
は
創
立

六
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、「
和
」
の
精

神
を
ベ
ー
ス
に
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
っ
て
、
種
々
の
事
柄
に
一
生
懸
命
対
処
し
て
ゆ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
と
充
実
に
尽
く
し
た
い
と

決
意
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
の
格
段
の
ご
協
力
と
建
設
的
な
ご
助
言
と
を
、
こ
こ
に

切
望
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。



渉
外
担
当
報
告

第
19
回
ふ
く
お
か
２
０
０
４
平
成
16
年
11
月
13
日

久
留
米
市
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

第
20
回
ふ
く
い
２
０
０
５
平
成
17
年
10
月
29
日
美

浜
町
総
合
体
育
館
で
開
催
予
定

第
21
回
山
口
　

第
22
回
徳
島

（
御
供
平
佶
）

事
業
担
当
報
告

平
成
16
年
７
月
24
日
第
25
回
全
日
本
短
歌
大
会
を

東
医
健
保
会
館
に
て
開
催
。
そ
の
ほ
か
、
他
委
員
会

と
協
調
し
て
活
動
し
た
。
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
叢
書
の

刊
行
は
本
年
度
に
つ
い
て
は
な
か
っ
た
。（林

田
恒
浩
）

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
報
告

各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
性
化
を
計
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
優
良
歌
集
の
顕
彰
を
実
施
し
た
。

優
良
歌
集
の
推
薦
手
続
き
（
申
し
合
せ
）
に
つ
い

て
整
備
を
行
っ
た
。

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
推
薦
手
続
き（
申
し
合
せ
）

に
つ
い
て
整
備
を
行
っ
た
。

各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
実
施
す
る
短
歌
大
会
に
助
成

金
を
支
給
し
て
、
中
央
幹
事
の
派
遣
を
積
極
的
に
行

っ
た
。

（
松
坂
弘
）

編
集
担
当
報
告

２
０
０
４
年
版
『
現
代
万
葉
集
』
を
平
成
16
年
９

月
20
日
に
発
行
。
編
集：

永
平
緑
、
鈴
木
明
子
、
伊

藤
泓
子
、
末
継
由
紀
子
、
筑
波
笙
子
、
丸
山
郁
夫
、

津
田
恵
美
、
星
野
京
。

時
代
の
変
遷
を
知
る
為
に
一
つ
の
型
で
編
集
、
校

正
の
た
め
の
原
稿
整
理
の
機
械
化
が
不
可
能
な
の
が

悩
み
で
す
。
名
誉
会
員
・
参
与
・
幹
事
・
委
員
の
諸

氏
に
ご
協
力
、
ご
勧
誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
誌
　
平
成
16
年
７
月
１
日
に
144
号
、
10
月
１
日

に
145
号
、
平
成
17
年
１
月
１
日
に
146
号
、
４
月
１
日

に
147
号
を
発
行
し
た
。
編
集
は
永
平
緑
、
鈴
木
明
子
、

伊
藤
泓
子
、
星
野
京
。
会
員
減
少
の
た
め
増
ペ
ー
ジ

は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
星
野
京
）

広
報
担
当
報
告
書

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
の
実
施
す
る
諸
行
事
の
内
容
に

つ
い
て
主
要
新
聞
社
及
び
短
歌
関
係
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌

紙
に
広
報
し
た
。

（
三
井
ゆ
き
）

国
際
関
係
担
当
報
告

３
年
に
１
回
、
国
際
交
流
大
会
を
開
い
て
い
る
。

来
年
度
は
開
催
年
で
あ
る
が
、
日
本
で
開
催
し
た

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

「
タ
ン
カ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
は
年
間
２
冊
出
版
、
世

界
中
か
ら
自
然
と
作
品
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な

日
本
語
表
現
』
の
選
考
経
過
報
告
及
び
紹
介
・
御
供

平
佶
・
花
束
贈
呈
。

・
受
賞
者
挨
拶
。
大
下
一
真
、
里
見
佳
保
、
原
田
清
、

松
坂
弘

・
来
賓
挨
拶
、
岩
田
正
、
来
嶋
靖
生

・
小
憩
の
後
、
講
演
会

講
師
・
能
村
研
三
先
生
。
講
師
紹
介
・
神
作
光
一

演
題
「
俳
句
に
お
け
る
社
会
性
―
俳
句
は
機
会
詩

と
な
り
う
る
か
」

・
謝
辞
　
藤
岡
武
雄

こ
の
間
、
別
室
に
於
て
中
央
幹
事
選
挙
の
開
票
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
選
挙
管
理

委
員
長
、
原
田
清
。
選
挙
及
び
総
会
を
通
じ
、
取
沙

汰
さ
れ
て
い
た
混
乱
も
な
く
平
穏
の
う
ち
に
全
て
が

終
了
。
懇
親
会
に
移
る
。
司
会
、
林
田
恒
浩
、
市
原

志
郎
。
出
席
者
多
数
の
辞
を
得
た
。

（（
原
田
清
）

総
務
担
当
報
告

・
平
成
16
年
度
定
期
総
会
を
同
年
５
月
22
日
に
東
医

健
保
会
館
で
開
催

・
平
成
16
年
６
月
19
日
に
第
10
回
全
国
幹
事
会
を

東
京
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
水
道
橋
に
て
開
催

・
月
例
の
中
央
幹
事
会
を
８
月
を
除
く
毎
月
開
催

平
成
16
年
４
月
１
日
〜
平
成
17
年
３
月
31
日
迄
の

新
入
会
員
は
583
名
、
退
会
お
よ
び
死
亡
者
は
394
名

（（
原
田
清
）

3 2

三
期
八
年
に
わ
た
り
、
ま
さ
に
東
奔
西
走
、
歌
人
ク

ラ
ブ
の
発
展
と
向
上
に
つ
く
さ
れ
た
こ
と
は
全
歌
壇

の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
歴
代
会
長

の
う
ち
で
も
類
を
見
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
定

年
勇
退
を
む
か
え
る
に
あ
た
り
、そ
の
功
績
を
称
え
、

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
全
会
員
名
に
よ
り
、
名
誉
会
長
に

推
戴
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
新
会
長
神
作
光

一
と
共
に
、
な
お
会
の
発
展
の
た
め
に
お
尽
し
下
さ

る
こ
と
を
願
う
。

一
、
名
誉
会
員
、
浅
田
雅
一
、
大
越
一
男
、
豊
田
清

史
の
各
氏
。
各
氏
は
長
年
に
わ
た
り
、
中
央
幹
事
、

参
与
、
ま
た
、
会
計
監
査
、
あ
る
い
は
地
方
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
幹
事
等
を
歴
任
さ
れ
、
会
の
発
展
向
上
の
た

め
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
に
む
く
い
、
称
え

る
た
め
に
、
名
誉
会
員
に
推
戴
す
る
。
大
越
一
男
氏
、

謝
辞
。

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
各
賞
贈
呈
式
。

・
第
32
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
　
大
下
一
真
歌
集

『
足
下
』
選
考
経
過
報
告
及
び
紹
介
・
原
田
清

・
第
11
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
新
人
賞
　
里
見
佳
保

歌
集
『
リ
カ
先
生
の
夏
』
選
考
経
過
報
告
及
び
紹
介
、

石
黒
陽
子

・
第
３
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
評
論
賞
・
原
田
清
『
會

津
八
一
　
人
生
と
芸
術
』、
松
坂
弘
『
定
型
の
力
と

五
月
二
十
一
日
（
土
曜
）
正
午
か
ら
東
医
健
保
会

館
に
於
て
、
平
成
十
七
年
度
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
総
会

が
行
な
わ
れ
た
。
司
会
、
御
供
平
佶
。
議
長
大
塚
善

子
。
ま
ず
藤
岡
武
雄
会
長
の
挨
拶
。
総
会
に
先
だ
ち

今
年
は
中
央
幹
事
改
選
の
年
に
当
た
り
、
午
前
十
時

よ
り
午
後
一
時
の
間
、
選
挙
を
実
施
。
結
果
は
別
項

通
り
、
選
挙
管
理
委
員
長
名
で
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。

議
事
。
①
会
務
報
告
、
書
面
に
て
省
略
。
②
新
会

員
紹
介
、
名
簿
の
配
布
、
七
三
〇
名
の
多
数
ゆ
え
。

会
場
に
出
席
の
新
会
員
の
起
立
、
全
出
席
会
員
の
拍

手
を
も
っ
て
終
わ
る
。
市
原
志
郎
担
当
。

③
議
案
、
第
一
号
議
案
、
平
成
十
六
年
度
決
算
報

告
、
原
田
清
、
同
監
査
報
告
、
椎
名
恒
治
。
第
二
号

議
案
、
平
成
十
七
年
度
予
算
案
、
原
田
清
。

以
上
各
案
に
対
し
、
質
疑
の
結
果
、
出
席
全
会
員

の
承
認
を
得
て
、
平
穏
の
う
ち
に
終
了
。

名
誉
会
長
・
名
誉
会
員
推
戴

一
、
名
誉
会
長
　
藤
岡
武
雄
。

平
成
八
年
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
就
任
し
て
、

平
成
十
七
年
度

定
　
期
　
総
　
会
　
報
　
告

会
場
　
東
医
健
保
会
館
大
ホ
ー
ル

日
時
　
平
成
17
年
５
月
21
日
（
土
）
正
午
開
会

定
例
総
会
会
場
風
景
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区
と
の
連
携
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
検
討
を
重
ね
た
。

そ
の
結
果
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
動
き
が
出
て

来
つ
つ
あ
る
。

早
急
に
軌
道
に
乗
せ
る
べ
く
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

積
極
的
な
取
り
組
み
を
、
ぜ
ひ
と
も
ご
配
慮
い
た
だ

き
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

（
神
作
光
一
）

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
中
央
幹
事

選
挙
結
果
報
告

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
　
原
田
清

一
、
日
時
　
平
成
十
七
年
五
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）

午
前
十
時
よ
り
午
後
一
時

一
、
場
所
　
東
医
健
保
会
館

東
京
都
新
宿
区
南
元
町
四

一
、
投
票
者
総
数
　
　
九
四
四
名

一
、
有
効
投
票
数
　
　
四
、
五
一
五
票

一
、
無
効
投
票
数
　
　
一
二
票

一
、
各
候
補
者
の
得
票
は
左
の
通
り
で
あ
る
。（
得

票
数
順
）

一
位
　
神
作
光
一
　
　
五
二
二
票

二
位
　
星
野
京
　
　
　
四
三
三
票

三
位
　
佐
波
洋
子
　
　
四
一
一
票

四
位
　
島
崎
榮
一
　
　
四
〇
二
票

五
位
　
石
黒
陽
子
　
　
三
七
四
票

六
位
　
御
供
平
佶
　
　
　
三
一
一
票

七
位
　
中
根
誠
　
　
　
　
三
一
〇
票

八
位
　
久
々
湊
盈
子
　
　
二
八
五
票

九
位
　
塩
野
崎
宏
　
　
　
二
六
六
票

次
点

十
位
　
　
市
原
志
郎
　
　
二
五
六
票

十
一
位
　
梓
志
乃
　
　
　
二
五
一
票

十
二
位
　
宮
原
勉
　
　
　
二
三
九
票

十
三
位
　
甲
村
秀
雄
　
　
二
二
八
票

十
四
位
　
金
田
義
直
　
　
二
二
七
票

一
、
立
会
人

横
山
岩
男
、
秋
葉
四
郎
、
秋
山
佐
和
子
、

三
枝
英
夫
、
中
地
俊
夫
　
　
　
（（
五
十
音
順
）

っ
た
。

「
タ
ン
カ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
か
ら
会
員
の
作
品
を
隔

週
の
木
曜
日
に
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
紙
上
で
の
掲

載
を
続
け
て
い
る
。

（
市
原
志
郎
）

経
理
担
当
報
告

経
理
は
出
津
税
務
会
計
事
務
所
に
依
頼
、
厳
正
に

管
理
、
執
行
さ
れ
て
い
る
。
収
入
の
多
く
は
会
費
収

入
で
あ
り
、
会
員
増
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
年
度
か
ら
は
入
会
金
３
０
０
０
円
を
２
０
０
０

円
に
減
額
し
、
そ
の
内
１
０
０
０
円
を
入
会
者
の
所

属
ブ
ロ
ッ
ク
の
収
入
と
し
た
。
平
成
16
年
の
会
費
納

入
者
は
４
７
９
９
名
で
、
新
入
会
員
の
増
加
に
よ
り

昨
年
度
に
比
べ
若
干
増
え
て
い
る
。

（
金
田
義
直
）

管
理
担
当
報
告

平
成
11
年
４
月
17
日
付
で
締
結
し
た
建
物
賃
貸
契

約
に
基
づ
き
、
平
成
17
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
19
年

４
月
30
日
ま
で
契
約
更
新
手
続
き
を
し
た
。

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
都
度
修

正
、
追
加
し
て
常
に
新
し
い
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

（
永
平
緑
）

ヤ
ン
グ
短
歌
連
盟
担
当
報
告

組
織
の
充
実
、
ヤ
ン
グ
大
会
の
開
催
の
し
か
た
、

機
関
誌
の
発
行
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
各
地

4

平成16年度決算報告書

収支計算書（平成16年４月１日から平成17年３月31日まで）
（単位：円）

科目

当期収入合計

当期支出合計
当期収支差額

１．収入の部
� 一 般 収 入
会 費 収 入
入 会 金
受 取 利 息
寄 付 金
雑 収 入
� 事 業 収 入
万 葉 収 入
全日本短歌大会
叢 書 収 入

（0000022,800,000）
21,000,000
400,000

0
0

1,400,000
（0000014,640,000）

9,100,000
3,600,000
1,940,000

（0000023,808,008）
21,084,423
1,290,000
5,065
20,000

1,408,520
（0000012,374,400）

8,822,000
3,552,400

0

（000001,008,008）
84,423
890,000
5,065
20,000
8,520

（000△2,265,600）
△278,000
△47,600

△1,940,000

会誌叢書等
会誌と歌集

権利金償却含む

5,175,000
300,000
4,700,000
4,700,000
2,300,000
965,000
700,000
2,894,000
4,000,000
1,900,000
10,000
950,000
3,300,000
15,000
211,000
650,000
150,000
250,000
1,100,000
600,000
800,000

0
10,000
400,000
200,000
450,000

0
200,000
510,000

4,331,500
250,000
4,725,000
3,403,287
2,287,791
1,032,500
462,938
2,655,410
4,241,989
2,030,568

0
910,800
3,000,210

0
243,018
758,730
124,884
282,403
805,031
475,100
778,982

0
14,060
300,000
190,586
629,000

0
84,000

0

△843,500
△50,000
25,000

△1,296,713
△12,209
67,500

△237,062
△238,590
241,989
130,568
△10,000
△39,200
△299,790
△15,000
32,018
108,730
△25,116
32,403

△294,969
△124,900
△21,018

0
4,060

△100,000
△9,414
179,000

0
△116,000
△510,000

２．支出の部
給 与 手 当
選 考 料
万 葉 購 入 費
印 刷 費
発 送 費
編 集 費
表 彰 費
会 議 費
旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費
交 際 接 待 費
地域大会助成金
賃 借 料
保 険 料
水 道 光 熱 費
リ ー ス 料
消 耗 品 費
慶 弔 費
事 務 用 品 費
講師謝礼渉外費
支 払 手 数 料
諸 会 費
新 聞 図 書 費
日本歌人クラブ賞
資 料 保 存 費
コンピュータ経費
修 繕 費
雑 費
予 備 費

予算額

37,440,000 36,182,408 △1,257,592

37,440,000

０

34,017,787 △3,422,213

2,164,621 2,164,621

決算額 差　異 備　考

選挙風景
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貸　借　対　照　表
（単位：円）

科目 平成17年３月31日現在 平成16年３月31日現在 比較増減
１．資産の部
�流 動　資　産
現 金
定 期 預 金
普 通 預 金
郵 便 振 替 貯 金
郵 便 貯 金
貯 蔵 品
仮 払 金
前 払 費 用

�固 定　資　産
電 話 加 入 権
事 務 所 保 証 金

�特 別　勘　定
地域交流特別勘定
記 念 事 業 勘 定

�繰 延　資　産
事 務 所 権 利 金
資 産 合 計

２．負債の部
�流 動　負　債
未 払 金
未 払 費 用
前 受 金
預 り 金
仮 受 金

�固 定　負　債
負 債 合 計

３．正味財産の部
事務所拡張引当金
国際交流短歌大会引当基金
地域交流引当基金
前 期 繰 越 金
【当年度剰余金】
正 味 財 産 計
負債正味財産合計

（0000000062,330,829）
244,027

20,000,000
21,561,302
18,814,106
890,785
16,800
58,009
745,800

（0000000001,293,328）
157,600
1,135,728

（00000,0,0000000000）
0
0

（00000,0,0000000000）
0

63,624,157

（0000000024,249,156）
0
0

23,569,366
627,000
52,790

（00000,0,0000000000）
24,249,156

27,607,829
0

6,465,000
3,137,551

［0000000002,164,621］
39,375,001
63,624,157

（0000000059,127,103）
153,368

20,000,000
35,058,752
2,355,786
612,019
78,372
102,606
766,200

（0000000001,293,328）
157,600
1,135,728

（0000000003,527,662）
0

3,527,662
（00000000,00018,930）

18,930
63,967,023

（0000000023,228,981）
0
0

22,324,191
830,000
74,790

（00000,0,0000000000）
23,228,981

27,607,829
2,000,000
6,465,000
4,494,164

［000000,0000171,049］
40,738,042
63,967,023

（0000000003,203,726）
90,659

0
△13,497,450
16,458,320
278,766
△61,572
△44,597
△20,400

（00000,0,0000000000）
0
0

（0000000△3,527,662）
0

△3,527,662
（000000000,△18,930）

△18,930
△342,866

（0000000001,020,175）
0
0

1,245,175
△203,000
△22,000

（00000,0,0000000000）
1,020,175

0
△2,000,000

0
△1,356,613

［00000,0,,001,993,572］
△1,363,041
△342,866

平成16年度剰余金処分案 単位：円
１．当期未処分剰余金

前期繰越金 3,137,551
当期剰余金 2,164,621
計 5,302,172

２．当期剰余金処分案
地域交流引当基金繰入 2,000,000
計 2,000,000

３．次期繰越金　3,302,172
平成17年５月10日

日本歌人クラブ会長　藤岡武雄
監査報告
この度、会計帳簿書類監査の結果、上記会計報告の通り適正に処理されており事実に相違はありま
せんので報告します。

平成17年５月10日
監査人　川辺古一
監査人　椎名恒治

収　支　予　算

平成17年４月１日から平成18年３月31日まで
単位：円

収支差額

科　目 平成16年度決算額 平成17年度予算額 備　考

収入合計 36,182,408 37,755,000

支出合計

１．収入の部
�一般収入
会 費 収 入
入 会 金
受 取 利 息
寄 付 金
雑 収 入
�事業収入
万 葉 集 収 入
全日本短歌大会
叢 書 収 入

（000000023,808,008）
21,084,423
1,290,000
5,065
20,000

1,408,520
（000000012,374,400）

8,822,000
3,552,400

0

（000000023,615,000）
22,000,000
300,000

0
20,000

1,295,000
（000000014,140,000）

9,200,000
3,970,000
970,000

4,331,500
250,000

0
4,725,000
3,403,287
2,287,791
1,032,500
462,938
2,655,410
4,241,989
2,030,568

0
910,800
3,000,210

0
243,018
758,730
124,884

0
282,403
805,031
475,100
778,982

0
14,060

0
300,000
190,586
629,000

0
84,000

0

4,641,000
200,000
200,000
5,000,000
4,470,000
2,250,000
1,070,000
1,350,000
2,264,000
4,244,000
2,080,000
10,000

1,000,000
3,240,222
15,000
200,000
760,000
50,000

0
275,000
890,000
500,000
830,000

0
40,000

0
500,000
210,000
473,500

0
197,000
795,278

会誌叢書等
会誌と歌集

２．支出の部
給 与 手 当
選 考 料
ブロック関連費
万 葉 購 入 費
印 刷 費
発 送 費
編 集 費
表 彰 費
会 議 費
旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費
交 際 費
地域大会助成金
賃 借 料
保 険 料
水 道 光 熱 費
リ ー ス 料
消 耗 品 費
租 税 公 課
慶 弔 費
事 務 用 品 費
講師謝礼金渉外費
支 払 手 数 料
諸 会 費
新 聞 図 書 費
記念事業準備費
日本歌人クラブ費
資 料 保 存 費
コンピュータ経費
修 繕 費
雑 費
予 備 費

34,017,787 37,755,000

2,164,621 0
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昭
和
二
十
七
年
東
洋
大
学
在
学
中
、
二
十
一
歳
で
「
花
實
（
か
じ
つ
）」
に
入
会
し
、
平
野
宣
紀
に
師

事
す
る
。
東
洋
大
学
教
授
と
し
て
在
職
中
、『
曽
祢
好
忠
集
の
研
究
』
に
よ
り
、
文
学
博
士
の
学
位
を
取

得
。
文
学
部
長
、
学
長
（
二
期
六
年
間
）
を
務
め
た
。
和
歌
文
学
専
攻
。
和
歌
文
学
会
の
代
表
委
員
を
歴

任
。
現
在
、
東
洋
大
学
名
誉
教
授
。

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
中
央
幹
事
（
推
薦
）
を
二
年
間
務
め
た
。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
現
代
歌
人
協
会
の
会

員
、
柴
舟
会
の
常
任
幹
事
代
表
。

著
書
に
『
曽
祢
好
忠
集
の
校
本
・
総
索
引
』『
曽
祢
好
忠
集
の
研
究
』『
百
人
一
首
』『
八
代
集
掛
詞
一
覧
』

な
ど
が
あ
る
。
歌
集
に
『
冴
え
返
る
日
』『
未
来
都
市
』『
風
に
鳴
る
絵
馬
』『
秋
の
信
濃
路
』
等
が
あ
り
、

合
同
歌
集
も
数
冊
あ
る
。

新
会
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭和６年10月４日千葉生。
花實代表・発行人。平成15
年より中央幹事を務める。
歌集『冴え返る日』『未来
都市』他。

神
作
　
光
一
氏

新会長

若
く
し
て
文
芸
同
人
誌
「
自
由
像
」
を
創
刊
、
ま
た
「
文
京
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
創
立
す
る
な
ど
、
文
学

青
年
と
し
て
出
発
。
短
歌
作
者
と
し
て
は
、
初
め
短
歌
雑
誌
「
響
」
を
創
刊
、
昭
和
三
十
八
年
、「
次
元
」

の
編
集
委
員
と
な
り
、
昭
和
四
十
年
、「
か
ら
た
ち
」
を
創
刊
、
主
宰
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
現
在

は
七
百
名
の
会
員
を
擁
し
、
そ
の
誌
面
は
多
彩
、
主
宰
の
人
間
的
魅
力
や
結
社
経
営
の
手
腕
が
う
か
が
わ

れ
る
。
平
成
二
年
か
ら
二
期
（
六
年
間
）
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
中
央
幹
事
を
務
め
ら
れ
た
。
上
記
の
よ
う
に

歌
集
は
多
く
、
歌
を
あ
げ
る
紙
数
は
な
い
が
、
浪
漫
性
、
青
春
性
が
匂
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
入
門
書

に
『
初
学
者
の
た
め
の
短
歌
実
作
教
室
』、
随
想
集
に
『
風
の
旅
』『
詩
の
棲
む
と
こ
ろ
』
な
ど
著
作
多
数
。

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
名
誉
会
員
で
も
あ
る
。

大
塚
布
見
子

大正７年３月18日長野県
生。からたち創刊主宰。
平成２年より中央幹事を
勤める。歌集『花の音』
『天の笛』『風の岬』ほか。

浅
田
　
雅
一
氏

大
正
十
年
十
一
月
十
日
生
、
広
島
大
学
教
育
学
部
卒
業
。
中
学
、
高
校
、
教
育
研
究
所
長
を
歴
任
。
氏

は
か
っ
て
「
広
島
文
学
」
も
編
集
、
文
学
全
般
に
通
じ
こ
れ
ま
で
三
十
四
冊
の
単
行
本
を
出
版
。
歌
集
は

『
火
の
幻
』『
幽
魂
』
ま
で
八
冊
、『
広
島
県
短
歌
史
』、
評
伝
『
渡
辺
直
己
』『
原
水
爆
秀
歌
』
等
が
あ
る
。

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
生
方
た
つ
ゑ
主
事
の
時
か
ら
入
会
、
幹
事
を
つ
と
め
つ
ね
に
会
員
の
入
会

に
努
力
、
会
の
発
展
に
献
身
さ
れ
て
き
た
。
氏
の
主
宰
す
る
短
歌
と
評
論
誌
「
火
幻
」
は
四
十
九
巻
に
の

ぼ
り
、
こ
れ
ま
で
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
ほ
か
「
原
爆
の
子
と
折
り
鶴
の
会
」
会
長
に

も
選
任
さ
れ
て
い
る
。

豊
原
国
夫

大正10年11月10日広島
県生。短歌と評論誌「火
幻」主宰。歌集『火の幻』
『幽魂』など８集。著書
に『広島県短歌史』『原
水爆秀歌』など。

豊
田
　
清
史
氏

大
越
一
男
氏
は
昭
和
二
十
五
年
よ
り
尾
上
柴
舟
に
書
を
学
び
、
つ
い
で
短
歌
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
て
「
水
甕
」
に
入
社
。
昭
和
三
十
一
年
、
服
部
直
人
の
「
自
画
像
」
創
刊
に
参
加
。
五
十
四
年
、
直

人
の
逝
去
に
よ
り
「
自
画
像
」
終
刊
。
そ
の
年
、
旧
会
員
と
と
も
に
「
き
さ
ら
ぎ
」
を
創
刊
、
発
行
人
代

表
と
し
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

そ
の
歌
風
は
日
常
の
生
活
に
即
し
た
素
材
を
平
明
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
年
を
重
ね
る
と
と

も
に
、
お
の
ず
か
ら
自
己
の
生
を
凝
視
す
る
思
い
が
作
品
に
出
て
い
る
。
さ
ら
に
郷
里
の
牛
久
沼
や
画
家

小
川
芋
銭
に
寄
せ
た
「
河
童
幻
想
」
な
ど
自
在
な
心
の
動
き
が
う
か
が
わ
れ
る
。
近
年
、
自
作
の
短
歌
を

書
の
作
品
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
書
作
展
、
ま
た
作
品
集
が
あ
る
。
歌
集
は
『
山
稜
』『
山
霧
』『
山

峡
』
な
ど
。

山
口
　
純

大正11年11月14日茨城
県生。昭和25年より尾
上柴舟に師事、水甕入会。
昭和54年きさらぎ創刊、
発行人・代表。歌集『山
稜』『山峡』ほか。

大
越
　
一
男
氏

新名誉会員のプロフィール

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
の
、
あ
の
精
力
的
な
活
躍
は
全
会
員
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ひ
と
ま

ず
お
く
こ
と
と
す
る
。

藤
岡
武
雄
の
名
は
ま
ず
近
代
文
学
、
特
に
近
代
歌
人
・
斎
藤
茂
吉
、
若
山
牧
水
等
の
研
究
者
と
し
て
知

ら
れ
る
。
真
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
。
学
究
と
し
て
の
ブ
ッ
キ
ッ
シ
ュ
な
面
の
み
で
な
く
、
実
地
調

査
に
意
を
尽
し
、
茂
吉
研
究
に
至
っ
て
は
遠
く
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
足
を
運
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
と

し
て
の
啓
蒙
的
な
文
芸
指
導
と
し
て
の
文
学
散
歩
の
面
で
も
、
や
さ
し
く
、
深
く
含
蓄
に
満
ち
て
、
人
気

が
高
い
。
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
歌
人
・
創
作
者
で
あ
る
。
歌
集
『
一
本
の
樹
』
を
代
表
と
し
て
、
そ
の

実
績
は
重
い
。
歌
誌
「
あ
る
ご
」
の
存
在
も
尊
い
。
霊
峰
富
士
の
麓
、
三
島
に
居
住
。
清
澄
で
豊
か
。
多

忙
な
日
々
を
滅
却
す
る
趣
が
あ
ろ
う
。
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

原
田
　
清

新
名
誉
会
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大正15年２月14日山口県
生。あるご創刊・主宰。平
成８年中央幹事、同10月会
長就任。歌集に『うろこ雲』
『千枚原』『富士百景』など
９集。評論・研究書多数。

藤
岡
　
武
雄
氏

新名誉会長



ヤ
　
』（
角
川
書
店
）

今
野
寿
美
歌
集
『
龍
笛
』
砂
子
屋
書
房

各
審
査
委
員
の
選
に
な
る
十
首
の
作
品
に
つ
き
、

推
薦
委
員
の
推
薦
理
由
他
に
つ
づ
い
て
慎
重
か
つ
鋭

利
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
集
に
つ
い

て
、
お
お
よ
そ
の
特
徴
利
点
に
つ
い
て
は
、
同
意
が

あ
っ
た
。
委
員
の
一
部
か
ら
認
め
が
た
い
と
い
う
言

外
の
意
志
表
示
の
示
さ
れ
た
歌
集
も
存
在
し
た
。
六

冊
の
歌
集
中
三
部
の
歌
集
が
最
終
の
対
象
と
し
て
残

っ
た
。
そ
こ
に
は
作
品
そ
れ
自
体
以
外
の
諸
般
の
理

由
も
存
在
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
集
に
つ
い
て
純
客

観
的
な
評
価
は
不
可
能
で
あ
れ
ば
当
然
の
理
で
あ

る
。
新
人
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
、
同
一
結
社
の

歌
集
が
年
々
受
賞
す
る
こ
と
の
問
題
も
提
起
さ
れ

た
。
し
か
し
、
優
れ
た
歌
集
で
あ
れ
ば
当
然
に
問
題

に
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
意
見
が
制
し
た
。
歌

集
『
島
山
』
同
『
龍
笛
』
の
評
価
も
高
い
も
の
が
あ

っ
た
。
激
論
の
末
、
大
下
一
真
歌
集
『
足
下
』
が
表

現
力
の
豊
か
さ
古
刹
鎌
倉
瑞
泉
寺
の
住
職
と
し
て
、

人
生
の
深
所
を
よ
く
捉
え
達
観
の
う
ち
に
人
間
味
あ

ふ
れ
る
抒
情
は
大
方
の
賛
同
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

審
査
委
員
全
員
一
致
で
歌
集
『
足
下
』
が
今
年
度
日

本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
に
決
定
し
た
。

原
田
　
清

平
成
17
年
３
月
23
日
午
後
６
時
か
ら
、

歌
人
ク
ラ
ブ
事
務
所
に
て
最
終
審
査
が
行

わ
れ
た
。
選
考
委
員
は
藤
岡
武
雄
、
大
塚

善
子
、
林
田
恒
浩
、
市
原
志
郎
、
三
井
ゆ

き
、
原
田
清
の
六
名
。

対
象
歌
集
は
推
薦
を
得
た
三
十
数
冊
の

歌
集
中
左
の
六
冊
で
あ
る
。

田
村
広
志
歌
集
『
島
山
』（
角
川
書
店
）

久
保
田
フ
ミ
エ
歌
集
『
春
鶯
抄
』（
同
）

晋
樹
隆
彦
歌
集
『
秘
鑰
』（
は
る
書
房
）

大
下
一
真
歌
集
『
足
下
』（
不
識
書
院
）

山
田
悦
子
歌
集
『
ナ
マ
ス
テ
　
ヒ
マ
ラ
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つ
そ
の
視
点
・
観
点
を
深
め
て
来
て
い
る
。
特
別
な

見
方
や
論
法
を
示
す
よ
り
、
何
度
も
何
度
も
八
一
の

特
質
を
繰
返
す
と
い
う
、
粘
り
あ
る
方
法
で
八
一
論

を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

深
い
理
解
に
基
づ
く
創
造
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
會

津
八
一
へ
の
賛
辞
が
展
開
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は

な
い
。
厳
し
い
批
評
の
塩
味
も
あ
る
。
基
礎
的
研
究

を
背
後
に
沈
め
た
、
頭
抜
け
た
一
書
で
あ
る
。

松
坂
弘
『
定
型
の
力
と
日
本
語
表
現
』
は
、
現
代

が
直
面
し
て
い
る
定
型
詩
の
大
き
な
変
革
、
転
換
期

に
実
作
者
の
立
場
か
ら
の
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

著
者
独
自
の
考
察
、
視
点
が
あ
る
。
定
型
の
力
を
近

平
成
17
年
３
月
29
日
午
後
４
時
か
ら
、
歌
人
ク
ラ

ブ
事
務
所
に
て
最
終
審
査
が
行
わ
れ
た
。
選
考
委
員

は
、
文
芸
評
論
家
の
岩
田
正
、
梶
木
剛
と
、
藤
岡
武

雄
会
長
、
中
央
幹
事
の
星
野
京
、
御
供
平
佶
。

委
員
か
ら
推
薦
さ
れ
た
評
論
集
は
、

原
田
清
『
會
津
八
一
　
人
生
と
芸
術
』
砂
子
屋
書
房

松
坂
弘
『
定
型
の
力
と
日
本
語
表
現
』
雁
書
館

の
二
冊
で
あ
っ
た
。

原
田
清
『
會
津
八
一
　
人
生
と
芸
術
』
は
、
著
者

の
既
刊
の
『
私
説
會
津
八
一
』『
寒
燈
集
評
釈
』『
鹿

鳴
集
評
釈
』『
山
光
集
評
釈
』
ま
で
の
集
大
成
の
一

巻
で
、
八
一
の
歌
一
首
一
首
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
つ

河
野
美
砂
子
歌
集
『
無
言
歌
』

佐
々
木
佳
容
子
歌
集
『
魔
女
と
少
年
』

里
見
佳
保
歌
集
『
リ
カ
先
生
の
夏
』

各
委
員
が
最
も
推
挙
す
る
歌
集
の
十
首
選
を
し
て

審
議
を
す
す
め
る
。

河
野
美
砂
子
歌
集
『
無
言
歌
』
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
い
う
特
殊
な
視
線
で
対
象
を
み
つ
め
、
繊
細
さ
と

す
る
ど
い
感
性
を
も
つ
作
品
が
新
鮮
で
あ
り
、
と
り

わ
け
「
音
」
を
軸
に
す
え
て
短
歌
と
音
楽
と
自
分
と

の
つ
な
が
り
を
独
自
の
世
界
に
う
た
い
あ
げ
て
い

る
、
そ
こ
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
評
で
あ
っ
た
。

佐
々
木
佳
容
子
歌
集
『
魔
女
と
少
年
』
は
、
日
常

の
身
近
に
取
材
し
な
が
ら
も
、
比
喩
や
擬
人
法
を
使

っ
て
絶
え
ず
異
次
元
の
世
界
と
の
対
比
を
試
み
る
、

そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
新
鮮
で
、
意
欲
あ
る
作
品
が
目

立
っ
て
い
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

里
見
佳
保
歌
集『
リ
カ
先
生
の
夏
』は
、
み
ず
み
ず

し
い
感
性
で
捉
え
ら
れ
た
場
面
、
場
面
が
生
き
生
き

と
し
て
新
鮮
、
エ
ス
プ
リ
の
効
い
た
比
喩
や
オ
ノ
マ

ト
ペ
が
詩
情
を
か
も
し
て
い
る
。
こ
の
豊
か
な
詩
精

神
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
で
一
致
し
た
。

以
上
の
審
議
を
経
た
の
ち
、
選
考
委
員
全
員
が
、

里
見
佳
保
歌
集
を
新
人
賞
と
決
定
し
た
。

石
黒
陽
子

各
地
幹
事
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
候
補

歌
集
32
冊
を
、
三
月
八
日
の
中
央
幹
事
会

に
於
い
て
、
新
人
賞
と
し
て
の
資
格
を
検

討
（
第
一
歌
集
で
あ
る
こ
と
、
年
齢
が
六

十
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
、
他
の
賞
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
、
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
で
あ
る
こ
と
、
但
し
受
賞
後
の
入
会
も

可
）
の
結
果
、
21
冊
に
絞
ら
れ
た
。
更
に

新
人
賞
選
考
委
員
、
藤
岡
武
雄
、
松
坂
弘
、

神
作
光
一
、
金
田
義
直
、
永
平
緑
、
石
黒

陽
子
が
選
考
を
詰
め
、
三
月
三
十
日
の
最

終
審
査
に
次
の
三
冊
が
残
っ
た
。

第11回　日本歌人クラブ新人賞第
三
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
評
論
賞
選
考
経
過
報
告

第
32
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
・
第
11
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
新
人
賞
選
考
経
過
報
告

世
、
近
現
代
の
短
歌
に
ま
で
目
配
り
し
て
考
察
し
て

い
る
。
定
型
の
力
と
言
葉
の
力
を
具
体
的
に
分
析
論

証
し
て
い
る
。

現
役
の
歌
人
が
、
実
作
者
の
立
場
か
ら
、
考
え
、

研
究
し
た
評
論
集
と
し
て
、
同
じ
地
平
に
立
つ
、
実

作
者
、
指
導
者
、
歌
誌
主
宰
者
、
お
の
お
の
へ
の
語

り
か
け
で
も
あ
り
、
啓
蒙
す
る
と
こ
ろ
の
多
く
あ
る

一
冊
で
、
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

「
會
津
八
一
論
」
は
、
短
歌
を
越
え
た
文
学
に
な
っ

て
い
る
。「
定
型
の
力
」
は
、
歌
人
の
歌
人
と
し
て

の
真
摯
な
評
論
を
よ
し
と
し
た
い
。
現
役
の
中
央
幹

事
で
あ
っ
た
両
著
者
で
あ
る
が
、
別
々
の
観
点
か
ら

の
評
価
に
よ
り
、
両
著
を
も
っ
て
、
第
３
回
日
本
歌

人
ク
ラ
ブ
評
論
賞
と
し
た
。

御
供
平
佶

会長 神作光一

総務――秋葉四郎・中根誠

総会・議事録

庶務・文書・慶弔・連絡・寄贈図書等

渉外――御供平佶・高島静子

渉外・親睦・国民文化祭関係

社団法人化関係

事業――島崎榮一・星野京

全日本短歌大会及び募集

日本歌人クラブ賞・新人賞・評論

賞関係

歌人クラブ叢書の出版

地域ブロック――市原志郎・御供平佶

全国幹事会

各地区大会派遣・助成金認定・大

会共催・後援・優良歌集・賞状・賞品

選定関係・役員推薦等

編集――星野京・永平緑

会誌・現代万葉集の編集・発行

広報――石黒陽子・高島静子

新聞・雑誌への報道・写真・記録

国際――塩野崎宏・市原志郎

国際親善短歌大会関係

TANKA 研究会・THE TANKA

JOURNAL 編集・発行

経理――中根誠・秋葉四郎

地域ブロック助成金支出・各種

支払・会費滞納督促等

管理――永平緑・市原志郎

事務所設備・営繕・美化・ホー

ムページ

日本歌人クラブ・ヤング短歌連盟

――久々湊盈子・佐波洋子

ヤング短歌連盟・組織作り

中央幹事職務分担表

！

！
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那
谷
か
ら
の
帰
路
、
急
行
は
停
車
し
な
い
富
士
見
駅

を
通
過
す
る
と
き
に
、
こ
の
年
の
四
月
に
逝
去
さ
れ

た
師
の
こ
と
が
思
わ
れ
、
悲
し
み
を
新
た
に
し
た
の

で
し
た
。

や
や
感
傷
め
い
た
作
品
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
あ

え
て
巻
末
に
据
え
た
の
は
、
師
へ
の
追
慕
の
情
に
加

え
、
空
穂
、
章
一
郎
の
系
譜
を
継
ぐ
志
だ
け
は
忘
れ

ま
い
と
い
う
、
さ
さ
や
か
な
身
な
が
ら
そ
う
し
た
思

い
を
こ
め
た
つ
も
り
で
し
た
。

生
前
か
ら
の
縁
に
よ
り
没
後
の
山
崎
方
代
に
深
く

関
わ
り
、「
方
代
研
究
」
を
編
集
し
、
一
昨
年
に
は

『
山
崎
方
代
の
う
た
』
を
広
く
お
読
み
い
た
だ
く
幸

い
を
得
て
、
方
代
研
究
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
私

は
、
空
穂
、
章
一
郎
か
ら
多
く
の
も
の
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
て
、
今
日
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

お
二
人
は
、
国
文
学
者
だ
と
い
う
面
が
あ
っ
て
で

し
ょ
う
が
、
歴
史
的
な
広
い
視
野
で
短
歌
と
い
う
形

式
を
捕
ら
え
、
本
質
に
錘
を
下
ろ
す
一
方
、
歌
壇
政

治
的
な
こ
と
に
は
無
縁
で
し
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
を

見
本
と
し
て
、
小
さ
な
状
況
に
は
動
ぜ
ず
、
寸
暇
を

惜
し
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
今

回
の
受
賞
へ
の
ご
恩
返
し
に
な
る
こ
と
だ
と
、
信
じ

て
も
お
り
ま
す
。

書
生
く
さ
い
よ
う
で
す
が
、
か
よ
う
な
決
意
を
申

し
上
げ
て
、
お
礼
の
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
選
十
二
首

簡
浄
に
生
き
得
ざ
る
身
に
百
花
咲
き
咲
き
衰
え
て

緑
陰
の
闇

夏
浅
き
朝
生
れ
た
る
カ
ナ
カ
ナ
か
初
陣
武
者
の
ご

と
く
に
鳴
け
り

酔
う
ほ
ど
に
滾た

ぎ

ち
来
る
も
の
宥な

だ

め
つ
つ
僧
な
れ
ば

僧
の
影
引
き
て
行
く

照
ら
さ
れ
て
夜
の
桜
が
抱
く
闇
　
闇
無
き
も
の
は

美
し
か
ら
ず

時
長
く
葉
を
落
と
し
た
る
か
え
る
で
と
掃
き
終
え

し
わ
れ
と
冬
に
入
り
ゆ
く

葡
萄
棚
葡
萄
の
実
な
き
を
渡
る
風
方
代
の
な
き
甲

斐
の
国
は
も

厳
寒
の
暁
闇
を
集
い
坐
禅
す
る
お
の
お
の
ひ
そ
け

き
器
と
な
り
て

職
業
は
僧
侶
と
書
き
て
僧
侶
と
は
職
業
な
り
や
と

思
え
り
　
い
つ
も

大
下
君
セ
カ
ン
ド
六
番
は
三
振
と
内
野
フ
ラ
イ
に

て
今
日
は
負
け
と
ぞ

争
え
ば
人
憎
む
ゆ
え
争
い
を
避
け
て
蔑な

み

さ
る
消
極

的
と

暁
の
庭
に
水
仙
と
梅
の
香
の
お
の
お
の
の
高
さ
保

ち
競
わ
ず

猫
じ
ゃ
ら
し
コ
ス
モ
ス
揺
る
ぐ
富
士
見
駅
過
ぎ
つ

つ
今
年
の
深
き
悲
し
み

今
般
、
思
い
が
け
な
く
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
し
ば
し
の
驚
き
の
の
ち
に
、

責
任
の
重
さ
を
じ
わ
じ
わ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

猫
じ
ゃ
ら
し
コ
ス
モ
ス
揺
る
ぐ
富
士
見
駅
過
ぎ

つ
つ
今
年
の
深
き
悲
し
み

歌
集
『
足
下
』
の
巻
末
に
は
、
師
窪
田
章
一
郎
追

慕
の
こ
の
一
首
を
置
き
ま
し
た
。

中
央
線
富
士
見
駅
は
、
窪
田
空
穂
、
章
一
郎
父
子

が
、
療
養
や
執
筆
に
逗
留
す
る
た
め
に
降
り
立
つ
こ

と
の
多
か
っ
た
駅
で
す
。
後
に
抑
留
さ
れ
た
シ
ベ
リ

ヤ
で
捕
虜
の
ま
ま
逝
去
し
て
父
や
兄
を
悲
し
ま
せ
た

弟
茂
二
郎
と
最
後
の
別
れ
を
し
た
の
も
、
こ
の
富
士

見
駅
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
平
成
十
三
年
の
晩
秋
、
伊

―
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
―

受
賞
の
辞

大下一真氏

歌
集
『
足
下
』

大
　
下
　
一
　
真
　

「『
そ
っ
か
』
と
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
文
字
ど
ほ

り
〈
足
も
と
〉
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、
禅
話
で
は

〈
歩
ん
だ
道
　
行
業
　
行
状
〉
な
ど
の
義
も
含
ま
れ

る
。
ま
た
、
禅
語
に
『
足
下
雲
生
ズ
』
と
あ
る
。
雲

の
上
で
も
歩
い
て
い
け
る
自
在
さ
、
つ
ま
り
は
お
覚

り
の
境
涯
を
こ
う
表
わ
す
。
自
分
は
と
て
も
と
て
も

そ
の
よ
う
な
境
地
に
い
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
し
か
し
、
雲
の
上
で
は
な
い
、
大
地
を
歩
め

る
こ
と
を
喜
び
、
楽
し
ん
で
い
る
。」

著
者
四
十
七
歳
か
ら
五
十
三
歳
に
至
る
六
年
間
、

平
成
七
年
夏
か
ら
十
三
年
末
ま
で
の
作
品
、
短
歌
四

九
六
首
と
長
歌
七
首
か
ら
な
る
。

う
ち
う
ち
の
愚
痴
を
聞
き
や
り
送
る
背
に
日
暮

ま
白
き
沙
羅
の
花
散
る

蜘
蛛
の
巣
に
果
て
た
る
蝉
を
揺
ら
し
つ
つ
夕
べ

か
そ
け
き
風
生
る
る
ら
し

草
木

そ
う
も
く

の
放
つ
匂
い
の
衰
え
し
と
思
う
頃
山
に

落
葉
始
ま
る

憎
ま
れ
し
者
と
憎
み
し
者
と
も
に
一
つ
の
墓
を

落
葉
は
埋
む

平
ら
か
に
削
ら
れ
し
の
ち
踏
み
石
の
踏
ま
る
る

の
み
の
長
き
歳
月

以
上
の
作
品
の
み
に
よ
っ
て
も
、
一
つ
の
事
柄
か

ら
深
く
人
生
に
触
れ
る
抒
情
の
世
界
を
感
じ
さ
せ
よ

う
。
一
首
目
、
あ
た
た
か
く
、
深
く
、
そ
し
て
散
る

沙
羅
の
花
に
掌
を
合
す
僧
の
祈
り
が
あ
る
。
四
首
目

人
間
の
真
実
を
つ
か
む
。
愛
憎
も
毀
誉
も
所
詮
は
終

焉
の
彼
方
茫
茫
の
う
ち
に
消
え
去
る
。
し
か
も
、
喜

怒
哀
楽
に
日
々
を
過
ご
す
の
が
人
間
で
あ
る
。
そ
し

て
五
首
目
。
禅
僧
の
眼
で
あ
る
。

一
首
一
首
が
人
間
味
を
う
ち
に
湛
え
て
、
昇
華
し

た
抒
情
を
か
な
で
る
。

耐
え
る
こ
と
お
の
ず
と
知
り
し
と
い
う
便
り
か

そ
か
に
雪
の
香
り
籠
れ
り

酔
う
ほ
ど
に
滾た

ぎ

ち
来
る
も
の
宥な

だ

め
つ
つ
僧
な
れ

ば
僧
の
影
引
き
て
行
く

照
ら
さ
れ
て
夜
の
桜
が
抱
く
闇
　
闇
無
き
も
の

は
美
し
か
ら
ず

根
を
地
下
の
暗
き
に
張
り
て
竹
林
が
秋
の
か
そ

け
き
夕
日
を
浴
ぶ
る

蝶
を
寄
せ
お
の
れ
を
遂
ぐ
る
花
々
の
も
の
言
わ

ぬ
知
恵
春
を
輝
く

百
四
歳
九
十
二
歳
に
十
五
歳
も
交
じ
る
新
盆
の

卒
塔
婆
書
き
終
う

最
後
の
作
品
、
僧
と
し
て
の
仕
事
で
あ
る
。
特
殊

で
あ
る
が
、
あ
り
の
ま
ま
に
記
し
て
深
い
思
い
を
人

生
の
諸
相
を
感
じ
さ
せ
る
。
二
首
目
「
僧
な
れ
ば
僧

の
影
引
き
て
行
く
」
当
り
前
の
言
辞
の
中
に
動
か
し

難
い
生
の
根
源
を
捉
え
る
。

全
国
の
推
薦
者
か
ら
送
ら
れ
た
多
数
の
中
か
ら
、

最
終
選
考
に
残
っ
た
五
歌
集
、
五
人
の
選
考
委
員
の

一
致
に
よ
っ
て
、
歌
集
『
足
下
』
が
第
三
十
二
回
日

本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
に
輝
い
た
。
選
考
委
員
の
一
人
と

し
て
喜
び
に
耐
え
な
い
。

著
者
、
大
下
一
真
は
窪
田
空
穂
、
章
一
郎
父
子
、

近
現
代
を
代
表
す
る
歌
人
の
系
譜
を
継
ぐ
歌
誌
「
ま

ひ
る
野
」
の
現
在
も
っ
と
も
充
実
し
た
歌
人
で
す
。

歌
集
『
足
下
』
は
『
存
在
』『
掃
葉
』
に
続
く
第
三

歌
集
で
す
。
歌
集
名
か
ら
も
お
お
よ
そ
の
推
察
が
出

来
ま
す
が
、
著
者
は
仏
者
、
僧
侶
で
す
。
し
か
も
鎌

倉
の
古
刹
瑞
泉
寺
の
住
職
で
す
。
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
瑞
泉
寺
は
鎌
倉
後
期
の
禅
僧
夢
窓
疎
石
の

開
山
に
な
り
ま
す
。
六
百
年
を
優
に
越
え
る
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
禅
者
と
し
て
の
一
真
の
存
在
の
軽
か
ら

ざ
る
と
こ
ろ
と
言
え
ま
す
。
あ
と
が
き
の
一
節

受
賞
歌
集
紹
介

大
下
一
真
歌
集
『
足
下
』

原
　
田
　
　
清

第
32
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

大下一真著

『足下』
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言
い
出
せ
ず
た
た
ん
だ
言
葉
灼
く
た
め
の
炎
と

思
う
街
の
さ
る
び
あ

切
り
抜
い
た
よ
う
に
静
か
な
テ
ス
ト
中
寒
太
郎

来
て
よ
く
し
ゃ
べ
る
午
後

の
び
や
か
な
旋
律
に
ま
ず
誘
わ
れ
る
。
機
知
の
あ

る
比
喩
が
客
観
的
世
界
を
広
げ
て
、
た
と
え
ば
「
信

号
が
青
」
と
「
鬼
」
と
は
そ
の
連
想
を
絶
っ
て
世
相

へ
の
思
い
が
広
が
っ
て
い
く
。

フ
ラ
ン
ス
刺
繍
と
少
女
期
、
言
葉
を
灼
く
た
め
の

炎
と
さ
る
び
あ
、
切
り
抜
い
た
よ
う
な
静
か
さ
、
こ

れ
ら
は
比
喩
と
い
う
よ
り
、
言
葉
の
文
節
に
よ
っ
て

新
た
な
世
界
を
創
造
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
一
方

で
次
の
作
品
に
出
会
う
。

人
の
子
を
叱
る
つ
か
れ
に
し
ゃ
が
み
こ
む
階
段

下
に
光
る
ビ
ー
玉

潮
騒
が
銃
声
よ
り
も
さ
む
ざ
む
と
わ
れ
の
心
を

う
ち
の
め
す
冬

積
み
木
つ
む
形
よ
く
つ
む
高
く
つ
む
と
が
っ
た

影
が
こ
の
子
を
覆
う

遠
き
海
見
下
ろ
す
目
つ
き
し
た
の
ち
に
少
年
く

る
り
鉄
棒
ま
わ
る

さ
わ
や
か
な
調
べ
の
内
に
あ
る
厳
し
い
視
線
が
著

者
の
日
常
を
思
わ
せ
る
。「
跋
文
」
に
教
師
と
あ
る

か
ら
、
お
の
ず
か
ら
子
供
に
対
う
姿
勢
は
真
剣
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
は
比
喩
を
用
い
な
い
鮮
や
か
さ
が
あ

り
、
前
出
の
作
品
と
は
、
ひ
と
味
違
う
詩
情
を
感
じ

さ
せ
る
。
も
う
少
し
あ
げ
る
と
、
集
中
の
終
わ
り
に

近
い
作
品
群
で
あ
る
。

鳥
お
ら
ぬ
鳥
籠
の
な
か
月
射
し
て
明
治
の
頃
の

ま
ま
の
静
寂

時
が
経
つ
ほ
ど
に
花
び
ら
散
ら
し
ゆ
く
祖
母
の

し
め
た
る
葉
桜
の
帯

低
く
低
く
雪
雲
空
に
た
ち
こ
め
て
け
も
の
撃
つ

音
よ
く
響
く
な
り

明
治
の
お
も
か
げ
の
あ
る
鳥
籠
、
祖
母
の
に
お
い

の
す
る
葉
桜
の
帯
、
み
な
著
者
の
ル
ー
ツ
を
物
語
る

も
の
、
榛
名
山
を
仰
ぐ
風
土
に
育
ま
れ
た
時
間
は
厚

く
、
こ
の
集
の
奥
行
き
を
ふ
か
め
て
い
る
と
思
う
。

ま
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
比
喩
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
る

巧
み
も
特
長
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
比
喩
の
こ
と
は
先

に
書
い
た
の
で
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
み
よ
う
。

美
白
液
ぱ
ぱ
ぱ
や
ぱ
や
と
頬
に
あ
て
ふ
と
思
い

出
す
み
ず
い
ろ
の
日
々

ぴ
こ
た
ぴ
こ
た
蛙
と
び
跳
ね
万
物
に
ス
タ
ッ
カ

ー
ト
の
符
号
を
つ
け
る

ど
ち
ら
も
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
よ
っ
て
新
鮮
な
躍
動
感

が
生
ま
れ
て
い
る
。「
あ
と
が
き
」
に
「
さ
さ
や
か

な
も
の
と
向
き
合
っ
た
り
、
寄
り
添
っ
た
り
す
る
こ

と
か
ら
生
ま
れ
る
豊
か
な
時
間
や
空
間
を
大
切
に
」

し
た
い
と
あ
り
そ
の
時
間
、空
間
を
広
げ
て
ほ
し
い
。

歌
へ
と
導
く
三
枝
昂
之
氏
の
跋
文
が
著
者
の
歩
み
を

懇
切
に
伝
え
て
い
て
親
し
め
る
第
一
歌
集
で
あ
る
。

第
十
一
回
と
な
る
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
新
人
賞

は
、
里
見
佳
保
氏
の
『
リ
カ
先
生
の
夏
』
が
、
受
賞

歌
集
に
決
定
し
た
。
著
者
は
現
在
三
十
歳
で
あ
り

「
り
と
む
」
に
所
属
し
て
い
る
。
こ
の
歌
集
は
二
十

代
の
作
品
二
九
〇
首
が
ほ
ぼ
制
作
順
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。信

号
が
青
に
変
わ
っ
て
歩
き
出
す
だ
れ
が
鬼
か

は
わ
か
ら
な
い
ま
ま

フ
ラ
ン
ス
の
刺
繍
裏
か
ら
見
る
よ
う
に
わ
が
少

女
期
を
顧
て
い
る

第
11
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
新
人
賞

受
賞
歌
集
紹
介

―
豊
か
な
時
間
、
空
間
へ
―

石
　
黒
　
陽
　
子

ま
る
で
森
の
よ
う
で
ど
こ
ま
で
も
広
く
て
深
い
も
の

で
し
た
。
そ
の
な
か
で
時
に
迷
い
、
歩
き
、
走
り
、

し
ゃ
が
み
こ
み
、
遠
く
を
見
た
り
、
一
つ
に
こ
こ
ろ

奪
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
私
に
と
っ
て
と
て
も
大
切

な
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
言
葉
に
寄
り
添
っ

た
り
、
格
闘
し
た
り
短
歌
に
注
ぐ
時
間
や
体
力
や
気

力
は
そ
の
時
そ
の
時
で
異
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
細
々

と
つ
く
り
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
、
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
短
歌
と
関
っ
て
い
る
こ
と
で
季
節

の
移
っ
て
い
く
様
子
が
日
々
の
楽
し
み
と
な
り
、
も

の
の
名
前
を
知
り
た
く
な
り
、
い
ま
ま
で
気
づ
か
ず

に
通
り
す
ぎ
て
い
た
も
の
の
前
で
立
ち
ど
ま
ろ
う
と

す
る
自
分
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
が
し
て

い
る
こ
と
、
つ
く
っ
て
い
る
も
の
へ
の
親
し
み
が
も

て
る
こ
と
も
、
ま
た
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
世
界
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
や
一
緒

に
歩
ん
で
い
く
歌
の
仲
間
や
今
回
の
場
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
ク
ラ
ブ
関
係
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
世
界
に
、
時
に
、
人
々
に
対
し
て
私

な
り
に
心
を
傾
け
、
思
い
や
願
い
を
表
す
言
葉
を
研

い
で
い
き
た
い
、
言
葉
を
楽
し
み
つ
つ
、
し
か
し
畏

れ
を
抱
き
つ
つ
短
歌
を
つ
く
り
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
今
日
も
一
首
つ
く
ろ
う
と
す

る
力
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
大
切
で
ど

ん
な
に
難
し
い
か
と
い
う
こ
と
を
思
っ
て
ノ
ー
ト
を

開
い
て
い
ま
す
。

自
選
十
二
首

月
見
え
ぬ
真
夜
の
浴
室
ひ
ん
や
り
と
海
色
タ
イ
ル

足
裏
を
刺
す

ら
り
ら
り
と
熱
く
わ
き
立
つ
湯
の
な
か
に
息
つ
ぎ

も
せ
ず
た
ま
ご
は
踊
る

切
り
抜
い
た
よ
う
に
静
か
な
テ
ス
ト
中
寒
太
郎
来

て
よ
く
し
ゃ
べ
る
午
後

椿
折
る
ほ
ど
の
高
さ
に
手
を
伸
ば
し
吉
井
勇
の
歌

集
を
選
ぶ

病
め
る
子
の
枕
の
く
ぼ
み
そ
の
ま
ま
に
廃
院
と
な

る
重
田
小
児
科

ひ
ら
か
れ
た
手
紙
の
よ
う
な
ひ
ま
わ
り
の
丘
へ
と

う
で
を
と
ら
れ
つ
つ
行
く

あ
あ
、
ぐ
う
を
出
し
て
よ
か
っ
た
こ
の
次
は
百
年

経
っ
た
ら
交
代
し
よ
う

対
岸
は
わ
ず
か
に
早
く
暮
れ
ゆ
き
ぬ
と
り
の
む
ね

肉
色
の
夕
空

鈴
虫
を
封
じ
た
帽
子
置
い
た
ま
ま
サ
ー
カ
ス
の
子

は
こ
の
地
を
去
れ
り

ボ
ー
ト
よ
り
銀
貨
こ
ぼ
れ
て
沈
み
ゆ
く
水
中
都
市

の
流
星
と
し
て

半
日
は
電
話
鳴
る
こ
と
な
く
過
ぎ
て
梅
の
香
り
が

膝
ま
で
溜
ま
る

あ
の
夏
の
想
い
出
は
ま
た
き
っ
と
咲
く
掌
の
な
か

ひ
ま
わ
り
の
種

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
新
人
賞
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自
分
の
小
さ
な
手
帳
に
書
き
込

ま
れ
て
い
た
詩
が
一
冊
の
本
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な

賞
ま
で
い
た
だ
い
て
と
て
も
し
あ
わ
せ
で
す
。

は
じ
め
て
歌
集
と
い
う
も
の
を
見
た
と
き
の
余
白

の
ま
ぶ
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
い
っ
ぱ
い
引
き

算
を
し
て
大
切
な
も
の
を
ほ
ん
の
少
し
残
す
と
い
う

贅
沢
。
い
つ
か
自
分
の
歌
も
や
わ
ら
か
い
余
白
の
上

に
置
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。『
リ
カ
先

生
の
夏
』
は
そ
ん
な
さ
さ
や
か
な
希
望
か
ら
生
ま
れ

ま
し
た
。

偶
然
に
た
ど
り
着
き
、
踏
み
入
れ
た
短
歌
の
世
界

は
最
初
小
さ
な
容
れ
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

―
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
新
人
賞
―

受
賞
の
こ
と
ば

里見佳保氏

「
ノ
ー
ト
開
い
て
」里

　
見
　
佳
　
保

里見佳保歌集

『リカ先生の夏』
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教
育
者
、
東
洋
美
術
史
家
と
し
て
の
人
生
が
ま
の
あ

た
り
に
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
多
彩
な
学
問
・
芸
術
と

の
出
会
い
、
研
究
、
成
果
が
、
巧
み
な
筆
致
で
余
す

な
く
語
ら
れ
、
そ
の
都
度
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
楽
し
く

悲
し
く
、
読
者
を
引
込
ん
で
止
ま
な
い
。

一
の
「
正
岡
子
規
」
で
は
、
八
一
の
文
学
の
出
発

で
あ
る
十
代
で
の
俳
句
が
語
ら
れ
る
。
旧
制
中
学
五

年
の
十
九
歳
か
ら
、
す
ぐ
れ
た
俳
論
を
発
表
。
短
歌

で
も
郷
土
新
潟
の
良
寛
和
尚
の
作
品
の
万
葉
調
を
発

見
す
る
。
上
京
し
て
兄
と
神
田
の
下
宿
中
、
す
で
に

病
床
の
子
規
を
た
ず
ね
て
俳
句
を
語
り
、
良
寛
を
紹

介
し
、
良
寛
が
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
の
「
閨
秀
画
家
」
で
は
、
失
恋
が
語
ら
れ
、
傷

心
の
旅
が
奈
良
と
の
出
会
い
と
な
る
。
ま
た
、
一
茶

研
究
に
よ
り
、
一
代
の
俳
人
を
世
に
紹
介
す
る
。
三

の
「
学
規
」
で
は
、
坪
内
逍
遙
の
招
き
に
よ
り
明
治

四
十
三
年
九
月
、早
稲
田
中
学
の
英
語
教
師
と
な
る
。

大
正
三
年
開
設
の
「
秋
艸
堂
」
に
掲
げ
た
と
い
う

「
学
規
四
則
」
の
本
文
だ
け
引
用
す
る
が
、

一
、
深
く
こ
の
生
を
愛
す
べ
し

一
、
省
み
て
己
を
知
る
べ
し

一
、
学
芸
を
以
て
性
を
養
う
べ
し

一
、
日
々
新
面
目
あ
る
べ
し

こ
れ
だ
け
読
ん
で
も
心
に
響
く
教
え
で
あ
る
。

一
二
の
「
三
人
の
理
解
者
」
に
は
、
八
一
が
四
十

四
歳
で
出
版
し
た
第
一
歌
集
『
南
京
新
唱
』
は
、
当

時
の
歌
壇
に
は
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

斎
藤
茂
吉
は
良
寛
の
作
品
と
と
も
に
八
一
の
短
歌
が

写
生
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
に
注
目
。
若
き
画

家
の
中
村
彝
は
病
床
に
あ
っ
た
。
八
一
の
歌
の
悠
久

な
自
然
、
大
自
然
の
幽
玄
に
包
ま
れ
る
と
述
べ
、

「
こ
ん
ど
は
俳
句
の
方
を
出
し
て
下
さ
い
」
と
便
り

を
結
ん
で
、
日
を
お
か
ず
に
世
を
去
る
。

ま
が
つ
み
は
い
ま
の
う
つ
つ
に
あ
り
こ
せ
ど
踏

み
し
ほ
と
け
の
ゆ
く
へ
し
ら
ず
も

他
一
首
の
作
品
が
解
し
得
な
い
と
書
簡
で
た
ず
ね

た
療
養
中
の
吉
野
秀
雄
は
、
踏
ま
れ
て
い
た
天
の
邪

鬼
だ
と
説
く
、
返
信
に
感
動
し
て
以
降
師
と
仰
ぐ
。

一
三
の
「
教
育
者
」
で
の
、
早
稲
田
旧
制
中
学
教

頭
時
代
、
中
学
隣
接
の
後
の
犬
養
首
相
の
屋
敷
に
、

鳩
の
巣
に
仕
掛
け
を
し
て
鳩
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
て

忍
び
込
ん
だ
生
徒
を
、
老
執
事
が
捕
ま
え
、
会
津
教

頭
に
処
分
を
迫
っ
た
。
国
家
を
預
か
る
犬
養
先
生
が

国
の
犠
牲
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
ご
時
世
に
鳩
一
匹

位
な
ん
じ
ゃ
と
、
追
い
返
し
、
生
徒
に
は
、「
お
ま

え
は
教
室
に
帰
れ
」
の
一
言
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

終
章
近
く
、
東
洋
美
術
の
研
究
家
と
し
て
、
法
隆

寺
金
堂
の
壁
画
を
取
り
外
し
て
保
管
し
、
金
堂
に
は

現
代
の
画
家
に
描
か
す
よ
う
提
案
し
て
い
た
が
聞
き

入
れ
ら
れ
ず
、
つ
い
に
漏
電
で
焼
失
し
た
と
い
う
。

八
一
の
人
生
と
芸
術
を
丁
寧
に
深
く
分
析
、
研
究

し
、
分
か
り
や
す
く
解
き
あ
か
さ
れ
た
八
一
像
が
温

か
い
。
既
刊
の
四
著
と
も
ど
も
、
著
者
の
誠
実
な
人

柄
に
触
れ
る
一
巻
で
あ
る
。

原
田
清
著
『
會
津
八
一
』「
人
生
と
芸
術
」
は
、
歌

人
と
し
て
、
書
家
、
東
洋
美
術
史
等
に
独
自
の
学
問

世
界
を
切
り
開
い
た
「
秋
艸
道
人
・
會
津
八
一
」
の

人
生
と
芸
術
を
語
る
一
冊
で
あ
る
。

著
者
は
平
成
八
年
に
『
私
説
會
津
八
一
』、
十
年

に
『
會
津
八
一
鹿
鳴
集
評
釈
』、
十
三
年
に
『
會
津

八
一
寒
燈
集
評
釈
』、
十
四
年
に
『
會
津
八
一
山
光

集
評
釈
』
を
刊
行
し
、
本
著
は
著
者
の
會
津
八
一
研

究
の
集
大
成
の
一
巻
と
言
え
よ
う
。

「
序
章
　
鐘
の
音
」
か
ら
、
最
終
章
ま
で
二
十
四
編

の
一
遍
、
一
遍
に
語
ら
れ
る
、
八
一
の
歌
人
、
書
家
、

受
賞
評
論
著
書
紹
介御

　
供
　
平
　
佶

第
32
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
評
論
賞

原田　清著

『會津八一 人生と芸術』

五
十
年
に
及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
自
覚
的

に
取
り
組
ん
で
か
ら
十
年
程
か
と
思
い
ま
す
。
表
記

が
全
て
か
な
書
き
で
あ
る
故
に
、
解
し
難
い
作
品
に

し
ば
し
ば
出
会
い
ま
し
た
。
読
み
解
く
と
言
う
基
礎

的
な
作
業
に
取
り
掛
っ
た
の
で
す
。
そ
の
間
に
研
究

書
『
私
説
會
津
八
一
』
を
出
版
し
ま
し
た
。
平
成
八

年
（
一
九
九
六
）
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
歌
集

『
鹿
鳴
集
』
評
釈
　
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）、『
寒

燈
集
』
評
釈
　
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）、『
山
光

集
』
評
釈
　
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
と
三
部
作

の
評
釈
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
著

は
そ
れ
ら
の
基
礎
的
研
究
を
踏
ま
え
て
會
津
八
一
と

い
う
さ
ま
ざ
ま
な
学
芸
の
分
野
に
秀
で
た
近
代
の
巨

人
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。
短
歌
、
随
筆
、
書
、

研
究
な
ど
な
ど
と
共
に
教
育
者
と
し
て
の
八
一
の
姿

を
先
達
の
著
書
に
よ
っ
て
知
り
、
大
き
な
感
動
を
得

ま
し
た
。
得
体
の
知
れ
な
い
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
面

が
や
や
拡
大
さ
れ
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
破
門
、

出
入
り
禁
止
な
ど
な
ど
の
言
辞
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
門
弟
、
知
己
が
跡
を
断
た
な
か
っ
た
事
実
は

八
一
と
い
う
人
間
の
秘
め
ら
れ
た
魅
力
を
物
語
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
当
然
逆
鱗
に
触
れ
て
、
再
び
見

え
な
か
っ
た
方
々
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
も
人

生
の
一
面
で
す
。
八
一
の
作
品
に
縁
を
得
て
の
本
著

が
、
得
が
た
い
賞
を
受
け
た
こ
と
の
喜
び
を
胸
ふ
か

く
感
ぜ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
著
書
と
共
に
著
者

と
し
て
の
幸
運
を
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
の
好
き
な
會
津
八
一
の
う
た

か
す
が
野
に
押
し
て
る
つ
き
の
ほ
が
ら
か
に
秋
の

ゆ
ふ
べ
と
な
り
に
け
る
か
も

ほ
ゝ
ゑ
み
て
う
つ
つ
ご
こ
ろ
に
あ
り
た
た
す
百
済

ぼ
と
け
に
し
く
も
の
ぞ
な
き

は
つ
な
つ
の
風
と
な
り
ぬ
と
み
仏
は
を
指
の
う
れ

に
ほ
の
し
ら
す
ら
し

た
び
人
の
目
に
い
た
き
ま
で
み
ど
り
な
る
築
地
の

ひ
ま
の
菜
畑
の
い
ろ

ち
か
づ
き
て
仰
ぎ
み
れ
ど
も
み
仏
の
み
そ
な
は
す

と
も
あ
ら
ぬ
さ
び
し
さ

お
ほ
ら
か
に
も
ろ
手
の
指
を
ひ
ら
か
せ
て
お
ほ
き

仏
は
あ
ま
た
ら
し
た
り

毘び

樓る

博ば
く

叉し
ゃ

ま
ゆ
ね
よ
せ
た
る
ま
な
ざ
し
を
ま
な
こ

に
み
つ
つ
秋
の
野
を
ゆ
く

ふ
じ
は
ら
の
お
ほ
き
き
さ
き
を
う
つ
し
み
に
あ
ひ

見
る
ご
と
く
赤
き
く
ち
び
る

お
ほ
て
ら
の
ま
ろ
き
は
し
ら
の
月
か
げ
を
土
に
ふ

み
つ
つ
も
の
を
こ
そ
お
も
へ

あ
め
つ
ち
に
わ
れ
ひ
と
り
ゐ
て
立
つ
ご
と
き
こ
の

さ
び
し
さ
に
き
み
は
ほ
ゝ
ゑ
む

観
音
の
し
ろ
き
ひ
た
ひ
に
瓔
珞
の
か
げ
う
ご
か
し

て
風
わ
た
る
み
ゆ

野
の
と
り
の
に
は
の
を
ざ
さ
に
か
よ
ひ
き
て
あ
さ

る
あ
の
と
の
か
そ
け
く
も
あ
る
か

こ
の
た
び
、
拙
著
『
會
津
八
一
　
人
生
と
芸
術
』

に
第
三
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
評
論
賞
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
上
も
な
い
栄
誉
と
有
難
く
、
心
か
ら
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
書
物
に
は
書
物
の
運

命
が
あ
り
ま
す
。
私
の
こ
の
一
冊
は
本
当
に
恵
ま
れ

た
星
の
下
に
出
版
さ
れ
た
と
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
。
世
に
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た
研
究
書
も
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
選
考
に
当

ら
れ
た
諸
先
生
の
眼
に
留
ま
り
、
ご
推
薦
を
賜
っ
た

こ
と
は
真
に
希
有
の
こ
と
と
言
い
得
ま
し
ょ
う
。
襟

を
正
し
て
拝
受
致
し
ま
し
た
。
會
津
八
一
と
い
う
歌

人
を
知
り
、
作
品
に
触
れ
て
か
ら
幾
程
の
歳
月
を
経

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
だ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
二

十
代
半
ば
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
茫
茫

―
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
評
論
賞
―

受
賞
の
こ
と
ば

原田清氏

原
　
田
　
　
清
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む
日
本
語
が
生
か
さ
れ
た
音
読
の
効
用
が
語
ら
れ
、

作
者
の
肉
声
で
短
歌
を
伝
え
、
読
者
は
肉
声
で
聞
く

Ｃ
Ｄ
短
歌
な
ど
に
も
考
察
が
及
ぶ
。

次
の
「
携
帯
電
話
と
短
歌
」
で
は
、

・
携
帯
電
話
持
た
ず
終
ら
む
死
ん
で
か
ら
ま
で
便

利
に
呼
び
出
さ
れ
て
た
ま
る
か
　
斉
藤
　
史

を
実
例
に
、
電
脳
社
会
の
進
行
が
人
間
の
感
性
や
思

考
力
を
弱
め
た
り
歪
め
た
り
疎
外
す
る
こ
と
は
な
い

か
と
危
ぶ
む
。
さ
ら
に
日
本
語
の
問
題
で
「
主
語
」

を
巡
っ
た
国
語
学
者
の
研
究
と
赤
彦
作
品
な
ど
に
触

れ
る
。
佐
佐
木
幸
綱
や
永
田
和
弘
の
語
る
「
読
み
」

の
問
題
に
つ
き
、
外
山
滋
比
古
の
理
論
か
ら
、

文
学
作
品
の
鑑
賞
や
批
評
に
あ
た
っ
て
、
作
者

の
意
図
か
ら
す
こ
し
は
ず
れ
て
も
誤
り
に
な
る
と

考
え
る
態
度
は
、
近
代
読
者
の
出
現
に
よ
っ
て
、

暗
々
に
否
定
さ
れ
る
…

が
、
引
用
さ
れ
「
読
者
の
読
み
の
ず
れ
を
恐
れ
な
い

心
」
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
る
。「
原
則
と
し
て
誤
読

な
ど
あ
り
え
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
読
み
が
あ
っ
て
当

然
の
こ
と
で
、
誤
読
な
ど
恐
れ
な
い
心
で
表
現
す
る

こ
と
」
だ
と
す
る
こ
の
姿
勢
に
同
感
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
「
定
型
は
繰
り
返
し
蘇
生
す
る
」
で
は
、

表
現
者
が
試
行
の
の
ち
に
定
型
に
蘇
生
す
る
こ
と
。

意
味
の
追
求
や
散
文
化
に
お
ち
い
ら
ず
、
基
本
に
帰

る
こ
と
の
大
事
さ
が
繰
り
返
し
の
べ
ら
れ
る
。

「
現
代
短
歌
に
と
っ
て
都
市
詠
と
は
何
か
」
で
は

「
東
京
は
不
思
議
な
魔
物

モ
ン
ス
タ
ー

だ
」
を
一
つ
の
結
論
に
、

多
く
の
歌
を
引
い
て
都
市
「
東
京
」
が
語
ら
れ
る
。

物
で
あ
り
な
が
ら
心
を
抱
え
込
ん
で
い
る
。
そ

し
て
、
空
間
を
抱
え
込
ん
で
い
る
。
政
治
や
経
済

や
文
化
の
中
心
で
あ
り
情
報
の
発
進
基
地
だ
か
ら

魔
力
に
満
ち
て
い
る
の
か
、
と
い
う
と
そ
れ
ば
か

り
で
は
な
い
。
そ
こ
が
何
と
も
人
を
引
き
つ
け
る

と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
生
活
の
場
、
住
ま
い
の
拠
点
と
し
二
十

三
区
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
著
者
の
述
懐
で
あ
ろ
う
。

「
日
本
文
化
の
国
際
交
流
に
つ
い
て
」
の
結
論
を
。

近
年
、
情
報
技
術
の
国
際
的
な
発
展
に
合
わ
せ

て
、英
語
を
第
二
公
用
語
に
と
の
議
論
も
あ
る
が
、

私
は
そ
の
前
に
、
日
本
語
の
よ
さ
、
日
本
文
化
の

よ
さ
を
も
っ
と
積
極
的
に
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
の
方
を
急
務
と
考
え
る
。

と
述
べ
る
な
ど
、
短
歌
の
持
つ
魅
力
に
つ
い
て
再
認

識
す
る
こ
と
を
提
唱
し
、
時
代
を
踏
ま
え
た
短
歌
の

未
来
へ
の
考
察
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

実
作
者
の
立
場
か
ら
論
じ
る
著
者
は
、
現
代
短
歌

の
第
一
線
に
立
つ
作
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
後
読
の

作
者
た
ち
を
リ
ー
ド
す
る
、
指
導
者
で
も
あ
る
が
、

そ
の
語
り
口
は
、
高
い
位
置
か
ら
後
進
に
も
の
を
教

え
よ
う
と
す
る
態
度
で
は
な
い
。
素
直
に
肩
を
な
ら

べ
て
研
鑽
し
合
う
、
謙
虚
な
態
度
が
、
底
流
す
る
と

こ
ろ
が
松
坂
歌
論
で
あ
る
。
更
に
、
著
者
の
論
は
集

を
重
ね
る
た
び
に
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

松
坂
弘
評
論
集
は
、『
定
型
空
間
へ
の
助
走
』
な

ど
の
後
、
平
成
十
二
年
刊
行
の
『
定
型
表
現
の
現
場

か
ら
』
が
あ
り
、
そ
れ
以
後
に
執
筆
の
も
の
に
収
録

も
れ
の
も
の
を
加
え
て
、
今
回
の
『
定
型
の
力
と
日

本
語
表
現
』
が
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

著
書
は
、
短
歌
に
か
か
わ
っ
た
十
四
、
五
歳
の
時

か
ら
五
十
数
年
、
い
つ
も
表
現
と
は
何
か
、
伝
達
と

は
何
か
、
そ
し
て
日
本
語
と
は
と
い
う
三
つ
の
柱
を

考
え
な
が
ら
、
も
の
を
書
き
つ
い
で
来
た
と
い
う
。

巻
頭
の
「
定
型
の
力
と
日
本
語
表
現
」
で
は
、
最

近
の
日
本
語
ブ
ー
ム
か
ら
、
短
歌
を
声
に
出
し
て
読

受
賞
評
論
著
書
紹
介御

　
供
　
平
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第
32
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
評
論
賞

松坂　弘著

『定型の力と日本語表現』

二
冊
の
評
論
集
と
同
様
に
、
短
歌
表
現
に
お
け
る
定

型
と
言
葉
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
問
題
は
古
く
て
新
し
い
、
い
わ
ば
短
歌
に
と

っ
て
は
永
遠
に
つ
づ
く
で
あ
ろ
う
問
題
で
す
。
そ
れ

は
何
故
か
と
い
う
と
、
言
葉
は
時
代
と
と
も
に
絶
え

ず
変
化
を
繰
り
返
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

短
歌
定
型
と
い
う
も
の
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
は
、
既
に
江
戸
時
代
の
歌
人
た
ち
が
様
々
に
論

じ
て
い
ま
す
。

今
度
の
評
論
集
に
江
戸
時
代
の
歌
論
に
つ
い
て
考

察
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
読
ま
な
い
で
奇

異
に
受
け
取
っ
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
落
ち
着

い
て
よ
く
読
み
返
し
て
く
だ
さ
い
。

定
型
意
識
や
修
辞
理
論
な
ど
い
ま
現
代
の
我
々
が

問
題
に
し
て
い
る
事
柄
の
大
方
は
も
う
江
戸
時
代
に

出
尽
く
し
て
い
る
こ
と
を
わ
た
し
は
考
察
し
、
紹
介

し
注
意
を
喚
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
う

し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、
近
代
短
歌
の
ス
タ
ー
ト
地

点
は
す
で
に
こ
こ
に
あ
る
、
と
さ
え
言
う
人
が
い
る

の
は
そ
の
こ
と
に
因
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
そ
う
し
た
言
説
を
支
持
す
る
立
場
の
一

人
な
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
文
章
の
冒
頭
に
も
触
れ
ま
し
た
が
今

度
の
評
論
集
の
文
章
は
、
そ
の
す
べ
て
が
総
合
誌
の

編
集
者
に
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
書
い
た
も
の
ば
か
り

で
す
。

こ
れ
か
ら
は
自
分
が
年
来
か
か
え
こ
ん
で
い
て
書

き
た
い
テ
ー
マ
、書
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
テ
ー
マ
、

に
つ
い
て
も
書
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
歌
論
の
読

み
直
し
、
歌
論
の
原
点
と
も
言
う
べ
き
歌
合
わ
せ
の

判
詞
の
研
究
な
ど
、
書
き
た
い
テ
ー
マ
が
山
積
し
て

い
ま
す
。

木
下
長
嘯
子
研
究
も
中
断
し
た
ま
ま
で
す
し
、
島

木
赤
彦
研
究
も
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
。
と

に
か
く
い
ま
の
わ
た
し
は
何
よ
り
も
時
間
が
ほ
し
い

で
す
。
お
陰
様
で
今
年
の
秋
に
は
元
気
に
古
希
を
迎

え
ま
す
。

そ
し
て
い
く
つ
か
の
仕
事
が
定
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
う
な
る
と
自
分
の
時
間
が
こ
れ
ま
で
よ
り
と
れ
る

か
な
、
と
密
か
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
果

た
し
て
ど
う
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
に
残
さ
れ
た
時
間
は
そ
う

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
マ
イ
ペ
ー
ス
で
仕

事
を
つ
づ
け
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
受
賞
に
価
す
る
仕
事
を
さ
ら
に
積

み
重
ね
、
こ
の
賞
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
一
層
高
い
も
の

に
す
べ
く
寄
与
す
る
こ
と
も
受
賞
者
の
役
割
か
と
も

考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
こ
こ
ろ
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
、
お
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
戴
き

ま
す
。

皆
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
第
三
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
評
論
賞
を

戴
く
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
評
論
集
を
支
持
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
お
よ

び
選
考
委
員
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

そ
れ
と
共
に
、
私
に
し
ば
し
ば
文
章
を
書
か
せ
て

く
だ
さ
っ
た
総
合
誌
の
編
集
者
の
み
な
さ
ん
に
も
あ

ら
た
め
て
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
度
の
評
論
集
の
内
容
は
、
以
前
に
出
し
ま
し
た

―
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
評
論
賞
―

受
賞
の
こ
と
ば

松坂　弘氏

松
　
坂
　
　
弘



羽
沢
コ
ー
ポ
レ
イ
ト
と
い
ふ
が
建
ち
て
を
り
土
屋
先
生
が
菜
園
つ
く
り
し
は
こ
の
あ
た
り
な
ら
む

ガ
ー
ド
レ
イ
ル
に
花
瓶
結
は
へ
て
活
け
て
あ
り
昨
夜
交
通
事
故
の
あ
り
し
は
こ
こ
か

白
雲
木
の
花
咲
く
下
に
過
ぎ
し
日
の
あ
る
瞬
間
の
よ
み
が
へ
り
く
る

心
臓
の
手
術
を
し
た
る
病
院
を
車
窓
に
見
つ
つ
日
々
通
勤
す

歌
人
ク
ラ
ブ
の
事
務
所
に
通
ひ
し
を
思
ひ
つ
つ
日
々
通
り
過
ぐ
五
反
田
駅
を
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作 品

現
代
万
葉
集
に
参
加

さ
れ
た
方
の
中
か
ら

作
品
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。

吉
村
睦
人

通
　
　
勤

―
―
―
―
―
―
東
　
京

葉
桜
の
木
立
に
風
の
わ
た
る
と
き
花
な
き
萼う
て
な

ひ
と
し
き
り
散
る

午
睡
よ
り
覚
め
た
る
吾
は
さ
し
あ
た
り
胸
郭
ふ
か
く
息
を
す
ひ
こ
む

時
の
な
が
れ
緩
急
あ
り
と
は
思
は
ね
ど
昨
日
ま
た
今
日
瞬
息
に
す
ぐ

い
た
ま
し
き
鉄
道
事
故
は
オ
ペ
ラ
歌
手
志
望
の
若
き
い
の
ち
散
ら
し
ぬ

傘
松
の
み
ど
り
を
抜
き
て
松
の
芯
競
ふ
と
も
な
く
に
ぎ
は
し
く
立
つ

青
田
伸
夫

松
の
芯

―
―
―
―
―
―
―
神
奈
川

柞は
は
そ

の
木
原
に
沿
ひ
て
在
り
通
ふ
リ
ハ
ビ
リ
へ
の
道
も
八
年
目
は
や

腰
椎
の
骨
折
も
八
年
在
り
経
し
か
し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
九
十
四
歳

病
身
を
互か
た
み

に
労
り
合
ひ
に
し
は
一
昨
昨
日

さ
き
お
と
つ
ひ

に
て
今
朝
友
は
亡
き

立
夏
の
こ
ゑ
聴
く
か
ぐ
は
し
さ
年
毎
と
し
の
は

に
賜
ふ
ふ
る
さ
と
駿
河
の
走
り
茶

肥
大
な
る
鞘
状
苞
の
肉
穂
花
序
棕
櫚
の
幹
頭
に
こ
ぞ
れ
る
が
見
ゆ

林
丕
沙
子

立
　
　
夏

―
―
―
―
―
―
東
　
京

共
に
観
し
ひ
と
り
の
亡
き
を
惜
し
み
つ
つ
歩
を
止
む
桜
並
木
の
半
ば

空
を
さ
す
枝
に
ひ
し
め
き
重
厚
の
は
な
立
ち
あ
が
り
咲
く
八
重
桜

こ
ん
な
に
も
嫌
は
れ
ゐ
る
を
知
ら
ざ
る
は
傲
り
と
み
る
や
反
日
の
デ
モ

そ
れ
ぞ
れ
の
持
て
る
言
分
そ
れ
ぞ
れ
に
一
理
の
あ
り
て
折
合
ひ
つ
か
ぬ

平
ら
か
な
春
と
な
ら
ざ
る
予
感
あ
り
き
わ
ら
わ
ら
ざ
わ
わ
根ね

刮こ
そ

ぎ
揺ゆ
ら

ぐ

蒔
田
さ
く
ら
子

憂
ひ
の
春

―
―
―
―
―
―
東
　
京

賀
茂
湖
よ
り
つ
づ
く
雪
山
ゆ
く
り
な
く
ス
イ
ス
レ
マ
ン
湖
あ
た
り
し
の
ば
す

婚
姻
色
い
で
た
る
ま
ま
に
剥
製
と
な
り
ゐ
る
朱と

鷺き

や
永と

久は

の
悲
し
み
「
緑
」

一
日
の
心
鎮
め
て
た
だ
ひ
ろ
き
海
に
小
さ
く
赤
き
日
沈
む

朝
雨
の
痕
あ
る
島
の
道
辺
に
は
雪
割
草
の
群
落
し
づ
か

い
し
ぶ
み
は
過
去
の
記
念
と
言
ふ
な
か
れ
こ
こ
よ
り
わ
れ
の
未
来
始
ま
る

秋
葉
四
郎

婚
姻
色
―

佐
渡
に
て
―

―
―
―
千
　
葉

花
び
ら
の
や
が
て
吹
雪
か
む
曇
り
濃
く
な
り
ゆ
く
ま
ま
に
桜
あ
か
る
し

虚
と
実
の
段
差
を
越
え
て
劇
場
シ
ア
タ
ー

の
外
の
夜
雨
に
わ
が
傘
ひ
ら
く

活
気
あ
る
市ま
ち

と
煽
ら
れ
都
心
な
る
ビ
ル
の
は
ざ
ま
に
観
覧
車
立
つ

光
の
繭
を
吊
る
観
覧
車
つ
か
の
ま
を
夜
ぞ
ら
の
人
と
な
る
影
容い

れ
て

目ま

守も

る
燈ひ

に
微
か
芯
あ
り
夜
の
窓
を
鎖
し
て
花
散
ら
し
の
雨
を
拒
め
ば

竹
村
紀
年
子

夜
の
雨

―
―
―
―
―
―
―
愛
　
知

春
の
日
を
溜
め
て
ぬ
く
と
し
大
小
の
四
隅
突
出
墳ふ
ん

丘き
ゅ
う

墓ぼ

群

環か
ん

壕ご
う

に
か
こ
ま
れ
建
て
り
住
居
群
弥
生
の
千
の
風
吹
き
わ
た
る

妻む

木き

晩ば
ん

田だ

の
弥
生
の
空
の
高
く
し
て
星
屑
ふ
り
来
ん
卑ひ

弥み

呼こ

の
肩
に
も

泣
き
出
さ
ん
ば
か
り
の
顔
し
盾
持
て
る
兵
の
埴
輪
の
出
で
来
し
三
号
墳

遺
跡
の
丘
ゆ
振
り
さ
け
見
れ
ば
潮
騒
の
は
る
か
向
う
に
拉
致
の
国
あ
り

島
　
　
允

妻む

木き

晩ば
ん

田だ

遺
跡

―
―
―
―
鳥
　
取

万
能
の
女
神
媽
祖
神
　
風
を
聞
く
耳
の
尖
り
や
雨
滴
見
ゆ

化
粧
濃
く
立
つ
台
北
の
を
ん
な
が
み
暗
き
御
堂
に
発
光
始
む

弁
柄
の
練
り
塀
沿
ひ
は
人
気
な
し
記
憶
の
果
て
に
花
連
の
漁
港

仏
塔
は
風
吹
く
方
へ
傾
ぎ
つ
つ
い
び
つ
な
春
の
日
だ
ま
り
に
映
ゆ

宋
美
齢
所
有
の
ホ
テ
ル
赫
々
と
歳
月
越
え
て
眩
し
さ
の
中

大
野
景
子

台
北

―
―
―
―
―
―
―
―
愛
　
媛

あ
の
人
は
誰
と
指
さ
し
己
が
息
子
と
気
づ
き
し
義
母
の
口
元
ほ
ぐ
る

耳
元
に
桜
の
話
題
き
く
義
母
の
表
情
か
は
ら
ず
目
差
う
つ
ろ

大
阪
の
狐
う
ど
ん
が
食
べ
た
い
て
ふ
義
母
そ
の
椀
を
干
し
し
も
忘
る

倒
れ
臥
す
姿
勢
の
ま
ま
に
て
義
母
ね
む
る
頸
静
脈
の
動
き
か
す
か
に

よ
り
薄
く
な
り
た
る
瞼
の
そ
の
下
を
く
る
り
と
義
母
の
眼
球
う
ご
く

吉
岡
恭
子

九
十
五
歳
の
義
母
の
春
―
―
神
奈
川

柔
和
な
る
或
い
は
鋭
き
ま
な
こ
持
つ
小
鳥
屋
の
鳥
に
わ
れ
は
見
ら
る
る

玉
の
浦
、
月
の
輪
美
し
き
ネ
ー
ミ
ン
グ
弥
生
の
庭
に
椿
息
づ
く

天
命
と
対
き
あ
う
よ
う
な
二
日
間
続
き
し
葬
り
の
気
負
い
解
き
た
り

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
株
騒
乱
の
旬
日
を
他ひ

人と

事ご
と

と
し
て
た
の
し
む
わ
れ
は

店
先
に
林
檎
を
選
ぶ
黄
昏
は
果
皮
長
く
剥
き
し
母
の
顕
ち
く
る

森
　
佐
知
子

気
負
い
解
き
た
り

―
―
―
埼
　
玉

地つ
ち

を
擦
る
ほ
ど
に
も
枝
垂
る
る
花
の
紅あ
け

み
だ
し
て
さ
く
ら
は
風
に
随
ふ

濃
き
淡
き
枝
垂
桜
の
揺
る
る
さ
ま
広ひ
ろ

生ふ

に
佇
ち
て
う
ち
眺
め
つ
も

篁
を
そ
が
ひ
に
烟
り
咲
く
花
を
終
の
日
の
わ
が
浄
土
と
な
さ
な

花
を
褒
め
を
ん
な
ひ
と
り
の
過
ぎ
て
よ
り
昃
る
竹
の
梢う
れ

わ
た
る
風

遠
つ
代
の
こ
ゑ
聴
き
て
ゐ
る
風
の
な
か
封
じ
て
永
き
わ
が
生よ

と
お
も
ふ

温
井
松
代

さ
く
ら
風

―
―
―
―
―
―
神
奈
川
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墨
の
痕
木
理
に
浮
け
る
大
き
標
見
つ
つ
通
ひ
き
川
を
隔
て
て

童
に
て
標し
る
べ

に
読
み
き
墨
書
せ
る
武
州
新
月
ヶ
瀬
豊
楽
園
の
文
字

川
隔
て
読
み
し
標
も
今
は
失
せ
ツ
ア
ー
の
客
に
混
め
る
梅
林

駒
下
駄
に
矢
立
携
へ
訪
ひ
来
に
し
人
ら
今
亡
し
梅
は
匂
へ
ど

せ
せ
ら
ぎ
に
頻
散
る
梅
花
数
増
せ
り
鰍
が
黄
な
る
卵
産
む
こ
ろ

宮
島
金
作

越
生
梅
林

―
―
―
―
―
―
埼
　
玉

校
門
の
新
島
襄
の
良
心
碑
　
街
灯
た
よ
り
手
帖
に
記
す

同
志
社
の
春
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
ぼ
ろ
し
は
駆
け
る
韋
駄
天
わ
が
ラ
ガ
ー
マ
ン

亡
き
ひ
と
の
覇
気
甦
る
紫
木
蓮
雨
に
う
た
れ
て
む
ら
さ
き
ひ
ら
く

櫻
前
線
夫
の
母
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
二
ひ
ら
三
ひ
ら
散
れ
る
レ
ク
イ
エ
ム

観
光
の
バ
ス
の
座
席
に
つ
む
る
と
き
追
い
か
け
て
く
る
同
志
社
の
森

水
谷
洋
子

レ
ク
イ
エ
ム

―
―
―
―
―
静
　
岡

げ
ろ
げ
ろ
げ
へ
の
げ
ろ
げ
ろ
げ
熟
田
こ
な
た

の
ぞ
く
は
う
ち
の
爺
さ
ま
よ

げ
ろ
げ
ろ
の
蛙
の
声
を
聞
き
な
が
ら
爺
さ
ま
婆
さ
ま
は
里
に
育
ち
き

田
の
中
の
蛙
呑
ま
む
と
青
大
将
す
る
す
る
寄
れ
ば
蛙
う
ご
か
ず

暗
闇
に
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
灯
火
あ
か
し

見
ゆ
あ
れ
は
人
家
か
は
た
や
鬼
火
か

み
ま
も
れ
ば
そ
こ
と
も
わ
か
ぬ
闇
に
し
て
空
一
面
に
星
は
し
た
た
る

水
田
　
明

原
　
　
郷

―
―
―
―
―
―
兵
　
庫

雪
の
舞
ふ
ソ
ウ
ル
市
内
を
車
窓
に
て
眺
む
る
景
色
に
酔
ひ
て
た
そ
が
る

南
大
門
市
場
の
中
の
人
ご
み
に
異
国
の
言
葉
に
親
し
み
の
湧
く

雪
や
み
て
王
宮
の
庭
薄
化
粧
ド
ラ
マ
の
舞
台
に
思
ひ
の
深
し

「
冬
ソ
ナ
」の
ド
ラ
マ
の
並
木
歩
み
つ
つ
想
ひ
を
は
せ
る
チ
ュ
ン
チ
ョ
ン
の
島

「
友
情
」
の
観
客
席
に
こ
み
あ
げ
て
日
韓
友
好
役
は
果
た
せ
り

鈴
木
恭
子

雪
の
ソ
ウ
ル

―
―
―
―
―
静
　
岡

嫁
ぎ
き
て
旧
き
商
家
を
守
り
来
し
歳
月
長
し
子
の
な
き
媼

老
い
て
な
ほ
働
く
の
み
の
日
を
過
し
百
年
つ
づ
き
し
暖
簾
を
降
ろ
す

ひ
え
び
え
と
広
き
旧
家
の
土
間
に
あ
る
商
標
し
る
き
甕
の
類
は

お
び
た
だ
し
古
き
商
家
の
骨
董
品
時
の
光
に
今
晒
さ
れ
り

麹
屋
の
ふ
る
き
室
倉
傾
き
て
青
き
シ
ー
ト
を
風
の
め
く
れ
る

井
上
登
志
子

暖
簾
を
降
ろ
す

―
―
―
―
大
　
分

屹
立
の
斜
張
橋
よ
り
急
カ
ー
ブ
螺
旋
を
降
り
て
立
つ
岩い

黒く
ろ

島じ
ま

に

橋
脚
の
岩
黒
島
の
風
ひ
か
り
丘
に
条
な
し
揺
る
る
蚕
豆

そ
ら
豆
の
淡
き
花
び
ら
震
わ
せ
て
マ
リ
ン
ラ
イ
ナ
ー
大
橋
を
過
ぐ

人
気
な
き
み
寺
の
庭
に
盛
り
い
る
白
木
蓮
の
み
せ
る
ア
ン
ニ
ュ
イ

霧
し
ま
く
川
に
対
い
て
少
年
の
ひ
た
む
き
に
吹
く
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
よ

堤
　
佳
子

淡
き
花
び
ら

―
―
―
―
―
岡
　
山

橋け
う

頭と
う

堡ほ

な
る
語
彙
ひ
と
つ
得
し
の
み
に
春
暑
き
日
の
読
み
捗
ら
ず

病
ひ
に
も
溶
暗
と
い
ふ
感
覚
の
あ
ら
む
か
淡
く
癒
え
て
ゆ
く
べ
し

花
々
の
い
つ
せ
い
に
溢
れ
彼
岸
と
の
境
界
線
を
ま
た
見
失
ふ

一
度
の
み
連
れ
て
ゆ
か
れ
し
牛
蛙
棲
む
暗
緑
の
沼
を
記
憶
す

在
り
し
日
の
夫
の
秘
密
の
釣
場
に
て
も
は
や
二
度
と
は
辿
り
得
ぬ
沼

持
丸
雅
子

暗
緑
の
沼

―
―
―
―
―
―
群
　
馬

来
宮
は
木
の
宮
に
し
て
境
内
の
二
千
年
の
楠
芽
ぶ
き
て
若
し

周
囲
二
十
六
メ
ー
ト
ル
の
楠
が
大
注
連
縄
を
か
る
が
る
と
見
す

白
き
花
の
咲
く
こ
ろ
よ
し
と
山
荘
に
招
か
れ
て
は
る
か
海
を
見
お
ろ
す

海
ぞ
い
に
せ
ま
る
山
な
み
白
花
の
季
み
じ
か
く
も
勢
い
の
あ
り

霧
晴
れ
て
森
の
木
の
花
謳
う
花
音
楽
の
ご
と
く
白
く
ひ
ろ
が
る

下
南
拓
夫

白
き
花
の
咲
く
こ
ろ
―
―
―
神
奈
川

食
品
の
賞
味
期
限
の
う
る
さ
き
娘
　
何
時
し
か
妻
も
吾
も
過
ぎ
ゐ
る

楢
の
樹
液
吸
ひ
ゐ
て
雄
の
鍬
形
の
お
の
が
存
在
つ
ね
の
戦
ひ

凍
裂
に
削
が
れ
て
割
れ
し
太
き
枝
寒
月
に
し
ろ
く
浮
き
立
ち
て
見
ゆ

樹
の
根
元
に
点
々
雪
の
ゑ
く
ぼ
見
え
残
雪
割
り
て
芽
吹
く
黄
水
仙

あ
け
が
た
を
音
響
か
せ
て
ゆ
く
単
車
若
き
が
飛
ば
す
お
の
れ
の
愉
悦

山
地
通
夫

賞
味
期
限

―
―
―
―
―
―
北
海
道

さ
く
ら
祭
の
企
画
成
り
し
が
こ
の
年
の
開
花
は
何
時
と
思
案
果
て
な
し

昨
日
か
し
こ
今
日
は
こ
こ
ぞ
と
報
道
の
テ
レ
ビ
に
見
入
る
桜
前
線

山
に
咲
く
「
か
た
く
り
」
さ
へ
や
町
お
こ
し
春
の
祭
の
主
役
と
も
な
る

桜は

花な

の
ご
と
散
れ
と
訓
さ
れ
征
き
た
れ
ど
花
な
き
北
土
の
虜
囚
三
年

過
ぎ
去
り
の
善
き
も
悪
し
き
も
わ
が
裡
と
花
の
散
り
た
る
葉
桜
の
下

引
田
正
男

さ
く
ら

―
―
―
―
―
―
―
群
　
馬

も
ろ
こ
し
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
盛
り
な
り
き
ら
め
く
ビ
ニ
ー
ル
園
地
を
蔽
ふ

花
ざ
か
り
の
五
色
椿
に
鵯
の
来
て
暫
く
は
小
枝
ゆ
る
が
す

柔
と
剛
ひ
そ
め
動
か
ぬ
竹
む
ら
の
屋
敷
神
様
め
ぐ
り
て
繁
る

甲
府
城
址
の
復
旧
な
り
し
城
壁
の
白
き
が
ま
ぶ
し
春
の
陽
か
え
す

あ
る
な
し
の
風
に
静
か
な
音
な
ら
す
一
蓮
寺
の
風
鐸
ゆ
う
ら
り
と
揺
れ

松
木
　
基

ト
ン
ネ
ル
栽
培

―
―
―
―
山
　
梨

大
輪
の
牡
丹
花
丘
に
満
ち
満
ち
て
わ
れ
に
は
遠
き
島
の
春
な
り

ひ
と
つ
蕾
ほ
こ
ろ
び
て
ゆ
く
春
日
中
ひ
か
り
は
た
だ
に
ゆ
れ
つ
つ
寂
し

坦
々
と
明
る
く
ひ
ろ
が
る
牡
丹
園
海
鳴
り
届
き
し
冬
日
も
あ
り
き

春
日
中
崩
れ
て
ゆ
け
る
牡
丹
の
や
は
ら
か
き
闇
う
け
と
め
て
を
り

花
び
ら
の
乱
れ
崩
る
る
牡
丹
の
一
途
の
春
の
終
焉
を
見
つ

安
部
洋
子

春は
る

日ひ

光か
げ

―
―
―
―
―
―
―
島
　
根
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要
、
山
村
泰
彦

県
委
員

川
崎
勝
信
、
久
保
田
幸
枝
、
宮
脇
瑞
穂
、

小
山
豊
、
永
井
保
夫
、
福
島
徹
夫
、
樋
口
よ
ね
、
石

川
ち
か
ゑ
、
古
屋
弘
、
草
間
馨
子

担
当
幹
事

石
黒
陽
子
、
佐
波
洋
子

□
北
陸
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

参
　
与

津
川
洋
三
、
久
泉
迪
雄

幹
　
事

米
田
憲
三
（
代
表
）、
市
村
善
郎
、
永
井

正
子
、
江
沼
半
夏

県
委
員

四
辻
利
弘
、
畠
山
満
喜
子
、
尾
沢
清
量
、

高
橋
協
子
、
田
中
利
喜
太
郎
、
古
谷
尚
子

担
当
幹
事

高
島
静
子
、
久
々
湊
盈
子

□
東
海
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

参
　
与

小
瀬
洋
喜
、
山
田
震
太
郎
、
三
宅
千
代

幹
　
事

倉
地
亮
子
（
代
表
）、
大
平
修
身
、
片
山

静
枝
、
小
川
恵
子

県
委
員

星
谷
亜
紀
、
山
口
静
子
、
須
永
秀
生
、

青
野
里
子
、
柚
木
新
、
村
松
秀
代
、
杉
本
容
子
、
斎

藤
す
み
子
、
立
松
滋
子
、
青
木
陽
子
、
小
塩
卓
哉
、

黒
田
淑
子
、
後
藤
す
み
子
、
筒
井
紅
舟
、
中
野
た
み

子
、
橋
本
俊
明
、
東
長
二
、
大
井
力
、
谷
口
泰
造

担
当
幹
事

佐
波
洋
子
、
星
野
京

□
近
畿
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

参
　
与

奥
田
清
和
、
米
口
實
、
埜
澤
宏
、
東
井

富
子
、
島
本
正
齊
、
木
下
美
代
子
、
林
善
衛
、
中
野

照
子
、
川
口
汐
子

幹
　
事

楠
田
立
身
（
代
表
）、
神
谷
佳
子
、
小
西

久
二
郎
、
安
田
純
生
、
松
岡
裕
子
、
筒
井
早
苗
、
井

谷
ま
さ
み
ち

県
委
員

小
田
美
慧
子
、
田
中
成
彦
、
大
西
公
哉
、

本
土
美
紀
江
、
松
本
有
司
、
楠
田
智
佐
美
、
西
海
隆

子
、
高
蘭
子
、
石
井
和
子
、
松
山
馨
、
渡
辺
茂
子
、

西
田
泰
枝
、
扇
龍
子
、
中
野
昭
子

担
当
幹
事

御
供
平
佶
、
島
崎
榮
一

□
中
国
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

参
　
与

岸
本
好
晋
、
小
林
貞
男
、
川
野
弘
之
、

中
西
輝
麿
、
音
羽
晃
、
大
寺
龍
雄

幹
　
事

小
見
山
輝
（
代
表
）、
村
澤
徳
市
、
池
本

一
郎
、
加
藤
嘉
昭
、
中
島
義
雄
、
村
上
照
男
、
中
川

健
次

県
委
員

高
木
京
子
、
大
東
一
子
、
荒
井
玲
子
、

西
尾
憲
治
、
石
井
絹
枝
、

川
兼
光
、
安
部
洋
子
、

神
門
恒
子
、
落
海
と
し
こ
、
永
戸
関
夫
、
能
見
謙
太

郎
、
下
村
と
し
、
岡
智
江
、
古
玉
從
子
、
東
木
の
實
、

山
田
羊
三
、
新
田
隆
義
、
小
西
眸
、
太
田
玲
子
、
大

橋
智
恵
子
、
伊
藤
玲
子
、
又
野
萋
、
二
宮
信
子
、
岡

田
令
子
、
森
元
輝
彦
、
吉
武
久
美
子
、
赤
梨
和
則

担
当
幹
事

久
々
湊
盈
子
、
永
平
緑

□
四
国
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

参
　
与

西
川
喜
代
水

幹
　
事

水
落
博
（
代
表
）、
斉
藤
祥
郎
、
門
屋
敏

子
、
市
川
敦
子

県
委
員

中
井
慶
子
、
浜
本
芙
美
、
兵
頭
な
ぎ
さ
、

山
地
み
さ
を
、
北
岡
昌
子
、
三
井
英
美
子
、
稲
暁
、

今
泉
操
、
土
居
さ
と
、
尾
形
冴
子
、
吉
田
み
の
る
、

前
田
充
、
宮
久
保
美
恵
子
、
京
元
公
子
、
坂
口
光
子
、

小
野
亜
洲
子
　
西
岡
瑠
璃
子
、
豊
島
未
来
、
梅
原
皆

子

担
当
幹
事

市
原
志
郎
、
高
島
静
子

□
九
州
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

参
　
与

草
野
源
一
郎
、
鶴
田
正
義
、
園
田
節
子

幹
　
事

上
川
原
紀
人
（
代
表
）、
岡
口
茂
子
、
日

野
正
美
、
平
山
良
明
、
高
尾
由
己
、
仁
本
理
子

県
委
員

浦
岡
薫
、
大
津
留
敬
、
栗
林
喜
美
子
、

下
野
恵
助
、
中
村
重
義
、
花
田
恒
久
、
安
武
昭
典
、

山
本
陽
子
、
中
西
信
行
、
江
副
壬
曳
子
、
江
頭
洋
子
、

福
崎
定
美
、
管
野
多
美
子
、
八
坂
俊
行
、
長
野
�
子
、

伊
勢
方
信
、
吉
田
豊
、
東
郷
良
子
、
玉
城
洋
子
、
楚

南
弘
子
、
新
里
ス
エ担

当
幹
事

星
野
京
、
塩
野
崎
宏
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□
北
海
道
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

参
　
与

小
国
孝
徳
、
松
田
一
夫
、
山
名
康
郎

幹
　
事

内
田
弘
（
代
表
）、
足
立
敏
彦

道
委
員

横
尾
幹
男
、
志
田
敏
彦
、
細
井
剛
、
黒

沼
友
一
、
笹
原
登
喜
雄
、
村
井
宏
、
湯
本
竜
、
山
本

司
、
吉
田
秋
陽
、
野
江
敦
子
、
山
地
通
夫
、
飯
田
哲

雄
、
押
山
千
恵
子

担
当
幹
事

永
平
緑
　
市
原
志
郎

□
東
北
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

参
　
与

片
山
新
一
郎
、
結
城
晋
作
、
波
汐
國
芳

幹
　
事

高
橋
宗
伸
（
代
表
）、
福
井
緑
、
柏
崎
驍

二
、
高
貝
次
郎
、
渡
辺
礼
子
、
酒
井
義
勝

県
委
員

三
川
博
、
稲
垣
道
、
菊
澤
研
一
、
徳
山

高
明
、
八
重
樫
欣
子
、
塔
原
武
夫
、
菅
原
恵
子
、
斎

藤
博
、
高
橋
光
義
、
井
上
菅
子
、
栗
城
永
好

担
当
幹
事

島
崎
榮
一
、
中
根
誠

□
北
関
東
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

参
　
与

鶴
見
豊
吉
、
上
野
勇
一

幹
　
事

横
山
岩
男
（
代
表
）、
勝
井
か
な
子
、
高

橋
誠
一

県
委
員

飯
島
由
利
子
、
大
塚
洋
子
、
秋
葉
静
枝
、

小
田
倉
玲
子
、
片
岡
明
、
秋
草
愛
子
、
小
勝
明
、
島

内
美
代
、
堀
喜
恵
子
、
今
泉
勇
一
、
阿
部
栄
蔵
、
熊

谷
淑
江
、
内
田
民
之担

当
幹
事

中
根
誠
、
石
黒
陽
子

□
南
関
東
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

参
　
与

杜
澤
光
一
郎
、
谷
井
美
惠
子
、
大
塚
布

見
子
、
江
畑
耕
作
、
土
屋
正
夫
、
五
喜
田
正
巳
、
吉

田
耕
士
、
川
端
弘
、
広
川
義
郎
、
永
平
利
夫
、
沼
波

万
里
子
、
青
田
伸
夫

幹
　
事

金
子
正
男
（
代
表
）、
伊
藤
宏
見
、
日
野

原
典
子
、
丸
山
郁
夫
、
飛
高
敬
、
平
林
静
代
、
黒
岡

美
江
子
、
小
田
朝
雄

県
委
員

清
水
正
子
、
山
中
登
久
子
、
温
井
松
代
、

小
林
邦
子
、
岸
本
節
子
、
吉
野
裕
之
、
稲
垣
紘
一
、

中
西
洋
子
、
利
根
川
発
、
浜
口
美
知
子
、
室
田
陽
子
、

金
子
貞
雄
、
佐
田
毅
、
石
田
照
子
、
小
林
幸
子
、
白

石
ト
シ
子
、
山
本
鳩
世
、
前
田
え
み
子
、
鶴
岡
美
代

子
、
塩
入
照
代
、
黒
沼
春
代

担
当
幹
事

塩
野
崎
宏
、
秋
葉
四
郎

□
東
京
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

参
　
与

椎
名
恒
治
、
石
本
隆
一
、
須
藤
若
江
、

高
松
秀
明
、
池
田
ま
り
子
、
松
坂
弘
、
鈴
木
諄
三

幹
　
事

三
枝
英
夫
（
代
表
）、
尾
澤
紀
明
、
鈴
木

明
子
、
中
根
三
枝
子
、
松
原
信
孝
、
中
地
俊
夫
、
磯

田
ひ
さ
子

都
委
員

伊
藤
泓
子
、
末
継
由
紀
子
、
筑
波
笙
子
、

森
本
平
、
秋
葉
雄
愛
、
岡
豊
子
、
鈴
木
英
子
、
藤
井

徳
子
、
今
枝
敬
昌
、
福
島
久
男
、
福
岡
薫
、
秋
山
佐

和
子
、
西
川
修
子担

当
幹
事

秋
葉
四
郎
、
御
供
平
佶

□
甲
信
越
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

幹
　
事

疋
田
和
男
（
代
表
）、
望
月
幸
朗
、
田
中

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
平
成
17
・
18
年
度

全

国

役

員

名

簿

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
名
簿

結
社
及
び
個
人
的
行
事
以
外
の
ニ
ュ
ー
ス
を
お
待
ち
し
ま
す
。

事
務
所
夏
期
休
館
の
お
知
ら
せ

８
月
15
日
〜
19
日
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タンカ・ジャーナルの意味

塩野崎宏・椎木英輔

初期のタンカ・ジャーナルにはあったが、最近みられなくなったものに、英語以外の外

国語による短歌の翻訳や紹介がある。古い号のタンカ・ジャーナルをひもとくと、ウルド

ゥーやハングルによる短歌翻訳がみられ、当初から編集に携わってきたものには、ある種

の懐かしさが戻ってくるのを感じる。編集に当たるものは、英語こそ知識があるものの、

これらの言語については全くの文盲であるから、校正をしなくても済むように、原稿を実

際上写真版にしてもらったものである。

それが今はなぜ無くなったかといえば、結局はそれぞれの言語による短歌の翻訳をみた

いという需要が少ないからだということに尽きよう。現在、英語以外の翻訳は、林宏匡博

士によるロシア語やドイツ語の翻訳、それに結城文さんによるフランス語の翻訳がたまに

みられる程度で、寄稿は圧倒的に英語が多い。

これはある意味で当然なので、英語が実質的に世界の共通語となってしまっている現在、

英語で紹介すれば、他の言語への紹介も何れはなされることが期待できる時代となってい

るのである。

もとより英語を常用とする人々以外にも日本語や日本文化を研究する人は増えていて、

そうした人々による短歌の受容も増加することは容易に想像されるが、そうした英語以外

の言語使用者に対しても短歌をそれぞれの言語で紹介してゆくというのは、現在のタン

カ・ジャーナルの態勢では力に余ることである。従って、当面は英語による紹介に力を入

れてゆくことに意を用いるべきであり、タンカ・ジャーナルに関係している人々も、圧倒

的多数がその考えに賛成してると考えられる。さてタンカ・ジャーナルの編集作業の中心

に位置するようになって以来、ひと時も忘れていないのは、つい一年前まで、絶大な牽引

力を発揮していた川村ハツエさんのことである。彼女が病に倒れてほぼ一年。彼女を思い

出すたびに、彼女が残した業績を忘れないで、その情熱をタンカ・ジャーナルの編集に生

かさねばという思いを抱くのである。

彼女が残した業績を詳しく検証するには、時期を選ぶべきであろうが、彼女の主著、

『TANKAの魅力』は、常に私の座右にある。その「あとがき」で彼女が触れているW．G．

アストンの『日本文学史』を彼女はその後、全部日本語に訳して出版したのであった。

川村ハツエさんの志を無にしないように、いや、その志を更に発展させるために、彼女

に育てられた私たちは、一層の努力を重ねなければと決意している。

タンカ・ジャーナル
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大

会

予

告

・

報

告

と
　
　
き

平
成
17
年
９
月
17
日
（
土
）
午
後
一
時

〜
五
時

午
後
五
時
半
懇
親
会
（
自
由
参
加
）

と
こ
ろ

大
阪
弥
生
会
館
二
階
六
甲
の
間

大
阪
市
北
区
芝
田
町
２
―
４
―
53

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
６
―
６
３
７
３
―
１
４
８
６

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
、
阪
急
･
地
下
鉄
梅
田
駅

か
ら
徒
歩
五
分

主
　
　
催

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ

後
　
　
援

毎
日
新
聞
大
阪
本
社

講
　
　
演

「
短
歌
の
創
作
と
批
評
」
神
作
光
一

授
賞
式

選
　
　
者

石
井
和
子
　
井
谷
ま
さ
み
ち
　
小
田
美

慧
子
　
大
西
公
哉
　
神
谷
佳
子
　
神
作

光
一
　
楠
田
立
身
　
楠
田
智
佐
美
　
高

蘭
子
　
小
西
久
二
郎
　
田
中
成
彦
　
筒

井
早
苗
　
西
海
隆
子
　
本
土
美
紀
江

松
岡
裕
子
　
松
本
有
司
　
松
山
馨
　
御

供
平
佶
　
安
田
純
生

賞

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
　
毎
日
新
聞
大
阪

本
社
賞
　
秀
作
賞
　
選
者
賞
　
入
選

〒
670-

0843

姫
路
市
城
東
町
清
水
13
―

７
―
４
０
４
　
楠
田
智
佐
美
方

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
９
２
―
８
５
―
１
６
９
５

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
近
畿
事
務
局

日
　
　
時

平
成
17
年
10
月
16
日
（
日
）
正
午
よ
り

会
　
　
場

小
倉
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル（
旧
ひ
び
き
荘
）

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
９
３
―
５
８
１
―
５
６
７
３
）

北
九
州
市
小
倉
北
区
大
門
１
―
１
―
17

（
Ｊ
Ｒ
西
小
倉
駅
よ
り
徒
歩
３
分
）

応
募
作
品

一
人
三
首
ま
で
可
（
新
作
品
未
発
表
の

み
）

出
詠
料

一
首
に
つ
き
一
、
〇
〇
〇
円

詠
草
集
は
全
応
募
者
に
配
布
し
ま
す
。

大
会
参
加
者
は
当
日
、
他
は
後
日
お
届

け
し
ま
す
。

投
稿
用
紙

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
。
☆
右
半
分
に

作
品
を
。
☆
左
半
分
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
出
・
欠
（
大

会
・
懇
親
会
・
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
に

泊
ま
る
人
は
宿
泊
）
を
記
す
こ
と
。

※
欠
席
者
も
受
賞
で
き
ま
す
。

応
募
方
法

出
詠
料
・
懇
親
会
費
・
宿
泊
料
は
、
郵

便
為
替
に
て
作
品
に
同
封
し
左
記
に
。

送
り
先

〒
806-

0045

北
九
州
市
八
幡
西
区
竹
末

１
―
23
―
31

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
全
九

州
短
歌
大
会
事
務
局
　
下
野
　
恵
助

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
９
３
―
６
４
２
―
４
２
３
６
）

応
募
締
切

平
成
17
年
７
月
30
日

表
　
　
彰

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
・
朝
日
新
聞
社

賞
・
短
歌
新
聞
社
賞
・
日
本
歌
人
ク
ラ

ブ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
賞
・
各
選
者
賞
等
多

数

選
　
　
者

星
野
京
　
伊
勢
方
信
　
浦
岡
薫
　
江
副

壬
曳
子
　
大
都
留
敬
　
菅
野
多
美
子

栗
原
喜
美
子

江
頭
洋
子

上
川
原
紀
人

新
里
ス
エ
　
楚
南
弘
子
　
高
尾
由
己

玉
城
洋
子
　
東
郷
良
子
　
中
西
信
行

長
野
�
子
　
中
村
重
義
　
仁
木
理
子

花
田
恒
久
　
日
野
正
美
　
平
山
良
明

福
崎
定
美
　
八
坂
俊
行
　
安
武
昭
典

山
本
陽
子
　
吉
田
豊

入
選
発
表

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
優
良

授
賞
式

歌
集
等
の
表
彰
を
併
せ
て
大
会
当
日
。

講
　
　
演

（
交
渉
中
）

☆
懇
親
会
参
加
費
　
六
、
〇
〇
〇
円

☆
当
ホ
テ
ル
宿
泊
費
　
八
、
〇
〇
〇
円
（
朝
食
含
む
）

◎
注
　
申
し
込
み
等
は
、
応
募
詠
草
送
付
と
共
に
願

い
ま
す
。

実
行
委
員
長
　
岡
口
茂
子

平
成
十
七
年
度
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ

近
畿
短
歌
大
会

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ

第
九
回
全
九
州
短
歌
大
会



（
白
南
風
）
谷
川
た
か
子
、
佐
藤
加
奈
（
創
生
）
関

根
香
子
（
白
南
風
）
伊
藤
孝
恵
（
か
ら
た
ち
）
山
口

恵
子
（
か
り
ん
）
川
俣
和
枝
（
天
象
）
内
藤
孝
子

（
白
南
風
）
斉
藤
す
み
子
（
歩
道
）
三
上
惠
美
子

（
白
南
風
）
太
田
和
子
（
白
南
風
）
小
山
弘
（
白
南

風
）
深
井
雅
子
（
歌
と
観
照
）
結
束
節
子
（
天
象
）

宇
野
四
樹
、
寺
田
陽
子
（
ま
ひ
る
野
）
小
田
倉
量
平
、

大
関
節
子
（
茨
城
歌
人
）
藤
原
い
つ
子
（
ま
ひ
る
野
）

永
井
俊
郎
（
茨
城
歌
人
）
小
林
薫
子
（
ま
ひ
る
野
）

赤
松
泰
子
（
茨
城
歌
人
）
猿
田
彦
太
郎
、
落
合
千
代

子
（
白
南
風
）
田
中
拓
也
（
心
の
花
）
古
橋
勝
子

（
天
象
）
大
塚
敬
三
（
新
ア
ラ
ラ
ギ
）
大
内
徳
子

（
ま
ひ
る
野
）
大
賀
静
子
（
ま
ひ
る
野
）
笹
沼
か
ず

子
（
ま
ひ
る
野
）
佐
藤
美
也
子
（
ま
ひ
る
野
）
鈴
木

多
恵
子
（
ま
ひ
る
野
）
鈴
木
千
代
子
（
ま
ひ
る
野
）

園
部
真
紀
子
（
短
歌
21
世
紀
）
高
尾
明
代
（
ま
ひ
る

野
）
高
野
芳
久
（
山
と
湖
）
立
原
房
江
（
ま
ひ
る
野
）

田
中
和
子
（
ま
ひ
る
野
）
谷
垣
恵
美
子
（
餐
）
飛
田

正
子
（
ま
ひ
る
野
）
長
塚
寿
夫
（
山
と
湖
）
生
田
目

達
子
（
ま
ひ
る
野
）
塙
紀
子
（
ま
ひ
る
野
）
藤
原
つ

や
子
（
ま
ひ
る
野
）
星
野
み
よ
子
（
ま
ひ
る
野
）
横

田
睛
子
（
山
と
湖
）
大
川
き
よ
（
白
南
風
）
袖
山
昌

子
（
ま
ひ
る
野
）
須
藤
恵
美
子
（
ま
ひ
る
野
）
金
井

正
、
佐
藤
光
雄
、
櫻
井
雅
江
（
わ
り
ん
）
門
田
公
子

（
熾
）

群
　
馬

千
葉
つ
ね
子
（
白
南
風
）
福
島
栄
子
（
黄

花
）

埼
　
玉

池
田
眞
由
美
（
白
南
風
）
内
田
輝
代
子

（
白
南
風
）
江
幡
芳
枝
、
宇
留
野
和
子
（
天
象
）
関

口
喜
美
子
（
天
象
）
三
友
清
史
（
花
實
）
千
葉
勝
征

（
鮒
）
法
橋
栄
子
、
竹
下
茂
子
（
合
歓
）
水
城
春
房

（
は
な
）
金
子
貞
雄
（
作
風
）
天
野
和
子
（
塔
）
石

原
比
呂
子
（
花
實
）
結
城
綾
乃
（
塔
）
厚
川
久
代

（
鮒
）
佐
藤
由
美
（
鮒
）
甲
斐
八
重
子
（
鮒
）
渡
邉

桂
子
（
鮒
）
馬
場
久
江
（
鮒
）
細
谷
富
美
子
（
鮒
）

古
見
美
保
子
（
鮒
）
舟
山
桂
子
（
鮒
）
尾
上
喜
子

（
鮒
）
太
田
豊
（
鮒
）
葦
原
辰
雄
（
鮒
）
持
田
久
子
、

森
川
柳
子
（
鮒
）
岡
部
悦
子
（
鮒
）
稲
葉
章
三
（
吾

妹
）
奥
田
巌
（
鮒
）
川
口
美
根
子
（
未
来
）
清
里
み

か
（
長
流
）
宮
田
ゑ
つ
子
（
長
流
）
新
井
悦
子
（
歌

と
観
照
）
市
原
和
歌
（
鮒
）
鯨
井
正
義
（
国
民
文
学
）

田
中
穂
波
（
か
り
ん
）
鈴
木
孝
子
（
曠
野
）
高
村
典

子
（
か
り
ん
）
真
下
義
明
（
曠
野
）
佐
藤
武
雄
（
曠

野
）
大
野
栄
子
（
長
風
）
中
山
昭
一
（
白
南
風
）
松

村
長
司
（
白
南
風
）
川
島
み
ね
（
白
南
風
）
関
根
一

枝
（
白
南
風
）
高
橋
良
子
（
水
甕
）
伊
東
と
き
ゑ

松
美
子
（
白
南
風
）
叶
玲
子
（
歩
道
）
酒
巻
淑
子

（
白
南
風
）
栗
原
静
江
（
白
南
風
）
弓
場
利
子
（
藝

術
と
自
由
）
岡
本
菫
子
（
国
民
文
学
）
広
田
久
子

（
日
月
）
久
保
田
恭
子
（
白
南
風
）
中
嶋
好
英
（
合

歓
）
南
条
ト
ヨ
子
（
歩
道
）
町
田
の
り
子
（
地
上
）

三
浦
節
子
（
砂
金
）
島
崎
豊
（
鮒
）
森
川
和
歌
子

（
央
）
前
田
翔
香
（
合
歓
）
小
田
亜
起
子
（
合
歓
）

坂
本
ゆ
か
り
（
合
歓
）
日
塔
妙
子
（
合
歓
）
渋
谷
み

平
成
16
年
度
新
入
会
員
紹
介

平
成
16
年
５
月
24
日
〜
平
成
17
年
５
月

北
海
道

佐
藤
衛
（
青
天
）
高
橋
梶
子
（
国
民
文
学
）

伊
藤
及
子
（
国
民
文
学
）

岩
　
手

小
林
ま
す
み
（
天
象
）
及
川
美
保
子
（
天

象
）
中
村
幸
子
（
天
象
）
藤
原
重
子
（
天
象
）
足
沢

可
津
（
天
象
）
小
松
ヤ
ス
、
鷹
背
真
智
子
、
梶
川
ア

ツ
子
（
天
象
）
八
重
樫
昇
子
（
天
象
）
佐
藤
ゆ
い

（
天
象
）
熊
谷
澄
江
（
天
象
）
胡
口
美
津
子
（
天
象
）

村
上
恵
子
（
天
象
）
斎
藤
タ
キ
（
天
象
）
森
口
せ
つ

子
（
天
象
）
佐
藤
ミ
チ
エ
（
天
象
）
助
川
さ
ち
子

（
天
象
）
村
上
ま
き
（
天
象
）
高
橋
妙
子
、
佐
々
木

喜
美
子
（
天
象
）
鈴
木
陽
子
（
天
象
）
舟
野
宏
（
天

象
）
阿
部
常
子
（
か
ら
た
ち
）
佐
藤
わ
か
な
（
天
象
）

岩
淵
澄
子
（
天
象
）
千
葉
府
左
子
（
天
象
）
及
川
千

代
子
（
天
象
）
佐
々
木
照
子
（
天
象
）
千
田
フ
ヂ
子

（
天
象
）

秋
　
田

三
浦
吉
助
（
潮
音
）

宮
　
城

伊
藤
静
子
（
天
象
）
関
ケ
イ
子
、
平
野
由

美
子
（
天
象
）
川
田
永
子
（
群
山
）
高
橋
美
枝
子

（
地
中
海
）
工
藤
妙
子
（
短
歌
人
）
阿
部
澄
江
（
コ

ス
モ
ス
）

茨
　
城

中
島
静
香
（
茨
城
歌
人
）
草
野
豊
（
ま
ひ

る
野
）
宇
野
四
樹
、
下
村
慶
子
（
茨
城
歌
人
）
田
中

ミ
チ
コ
、
藤
樹
郎
（
茨
城
歌
人
）
浅
野
京
子
（
白
南

風
）
星
野
と
み
子
（
芸
術
と
自
由
）
渡
辺
智
英
子
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保
田
洋
子
　
下
田
徳
恵
（
歩
道
）
田
口
博
司
（
か
り

ん
）
積
田
優
（
歩
道
）
西
澤
悟
（
歩
道
）
大
塚
秀
行
、

石
井
美
保
子
　
大
塚
祐
子
　
尾
城
美
子（
か
ら
た
ち
）

納
見
美
恵
子
（
か
り
ん
）
岡
部
イ
ツ
（
泱
）
秋
山

周
子
（
音
）
斉
藤
智
子
　
柘
植
佐
知
子
　
鈴
木
眞

澄
（
歩
道
）
森
文
（
か
り
ん
）
森
川
忠
子
（
歩
道
）

河
原
井
千
鶴
子
（
天
象
）
加
藤
恵
美
子
（
歩
道
）
本

間
百
々
代
（
歩
道
）
畑
中
千
恵
子
（
砂
金
）
荒
川
源

吾
（
日
月
）
小
田
切
妙
子
（
天
象
）
鈴
木
扶
美
江

（
合
歓
）
原
口
結
子
、
笹
森
智
子
（
合
歓
）
能
星
ゑ

み
（
水
甕
）
川
崎
八
重
子
　
榎
本
美
代
子
（
花
實
）

鈴
木
悠
紀
子
（
水
甕
）
戸
邉
好
子
（
吾
妹
）
鈴
木

理
會
子
（
吾
妹
）
斎
藤
淑
子
（
吾
妹
）
平
塚
宣
子

（
央
）
野
上
千
賀
子
（
合
歓
）
黒
沼
春
代
（
合
歓
）

鈴
木
扶
美
江
（
合
歓
）
田
中
ヨ
シ
子
（
合
歓
）
田

中
房
枝
（
合
歓
）
藤
島
眞
喜
子
（
合
歓
）
官
野
克

行
（
ナ
イ
ル
）
林
一
夫
（
鮒
）
笹
森
智
子
（
合
歓
）

原
口
結
子
　
高
橋
祐
子
（
泱
）
松
村
立
子
　
相
川
幸

子
（
花
實
）
金
子
き
ん
子
（
花
實
）
滝
沢
せ
つ
子

（
花
實
）
小
澤
光
恵
（
歩
道
）
八
鍬
淳
子
（
歩
道
）

清
宮
紀
子
（
歩
道
）
藤
島
鉄
俊
（
歩
道
）
小
笠
原
愛

子
、
高
津
和
恵
（
花
實
）
田
之
上
彬
（
覇
王
樹
）
立

田
文
子
（
花
實
）
長
野
洋
子
（
花
實
）
名
取
芳
夫

（
花
實
）
柳
田
順
（
花
實
）
山
下
き
わ
（
花
實
）
田

浦
敏
子
（
水
甕
）
飯
島
清
子
（
泱
）
佐
々
木
光
枝

（
か
り
ん
）
東
野
典
子
（
泱
）
藤
永
洋
子
（
泱
）
安

井
尚
子
（
泱
）
山
口
葉
子
（
水
甕
）

栃
　
木

菊
地
七
郎
、
小
野
由
子
（
天
象
）

東
　
京

息
吹
翔
泳
（
か
り
ん
）
佐
藤
ミ
キ
子
　
緑

川
美
恵
子
（
天
象
）
森
川
多
佳
子
（
か
り
ん
）
東

山
三
代
（
純
林
）
岩
橋
慶
一
（
か
り
ん
）
秋
元
妙
子

（
天
象
）
久
保
田
聰
子
（
く
れ
た
け
）
酒
井
幸
子

（
か
り
ん
）
相
沢
和
子
（
か
り
ん
）
高
木
マ
キ
子

（
天
象
）
小
林
梅
代
（
か
り
ん
）
池
田
ふ
じ
子
（
創

作
）
須
藤
尚
巳
（
新
炎
）
岡
田
泰
子
（
か
り
ん
）
高

橋
ク
ニ
子
（
天
象
）
開
田
美
代
子
（
か
り
ん
）
関
口

伸
子
（
か
り
ん
）
白
河
里
子
（
か
り
ん
）
箕
原
和
子

（
か
り
ん
）
小
林
要
（
天
象
）
氷
室
敬
子
（
ナ
イ
ル
）

山
本
花
枝
（
白
南
風
）
小
川
壽
子
（
合
歓
）
井
上
次

男
（
砂
金
）
神
郡
一
成
、
小
林
文
江
（
花
實
）
三
友

さ
よ
子
（
花
實
）
村
井
和
枝
（
国
民
文
学
）
久
保
美

枝
（
鮒
）
伊
藤
好
江
（
鮒
）
綾
部
光
芳
（
響
）
加
瀬

正
夫
（
軽
雪
）
木
島
千
惠
（
花
實
）
下
村
道
子
、
松

村
由
利
子
、
色
紙
和
子
（
を
だ
ま
き
）
吉
田
美
穂
子

（
新
炎
）
神
田
重
幸
（
迯
水
）
渋
谷
知
子
（
運
河
）

榊
原
勘
一
、
松
島
務
（
新
ア
ラ
ラ
ギ
）
佐
藤
彰
子

（
峡
雲
）
室
井
慧
（
か
り
ん
）
菅
谷
美
奈
子
（
花
實
）

高
井
孝
子
（
花
實
）
金
子
あ
き
（
花
實
）
渡
辺
古
都

江
（
花
實
）
畑
彩
子
（
か
り
ん
）
吉
田
久
子
（
砂
金
）

保
科
さ
や
か
（
新
炎
）
寺
戸
和
子
（
か
り
ん
）
喜
代

永
勢
津
子
　
野
村
克
哉
（
国
民
文
学
）
鈴
木
悦
子

（
花
實
）
泉
敬
子
　
小
牧
淑
江
（
新
炎
）
平
原
美
知

子
（
鮒
）
逢
坂
定
子
（
古
今
）
鎌
倉
享
子
（
運
河
）

槇
田
三
千
子
（
か
り
ん
）
中
野
れ
い
子
、
小
林
幸
子

ず
ほ
（
作
風
）
榊
原
ト
シ
子
（
ロ
ゴ
ス
）
清
水
美
知

子
（
鮒
）
山
口
実
代
（
合
歓
）
稲
葉
貞
心
（
鮒
）
川

崎
真
一
（
鮒
）
井
ヶ
田
弘
美
（
歩
道
）
牧
田
初
江

（
花
實
）
望
月
静
子
（
花
實
）
藤
井
光
子
（
鮒
）
野

口
愛
子
（
水
甕
）
石
原
洋
子
（
合
歓
）
富
沢
時
子

（
合
歓
）

千
　
葉

福
田
文
代
（
水
甕
）
長
谷
川
菊
江
（
水
甕
）

山
口
敬
子
（
水
甕
）
鈴
木
志
津
子
（
水
甕
）
鈴
木
悦

子
（
花
實
）
田
中
智
嘉
子
、
近
藤
瑛
子
、
三
友
松
江

（
花
實
）
桶
川
道
子
（
ま
ひ
る
野
）
田
辺
フ
ミ
子

（
水
甕
）
鈴
木
千
寿
子
（

）
中
川
幸
江
、
久
保
田

和
子
（
塔
）
前
田
彌
生
（
ヤ
マ
マ
ユ
）
大
沢
眞
子

（
水
甕
）
最
首
洋
子
（
泱
）
藤
岡
き
ぬ
よ
（
星
座
）

山
田
冬
子
（
水
甕
）
花
澤
み
つ
子
（
水
甕
）
鶴
下
純

子
（
水
甕
）
積
田
玲
子
（
水
甕
）
田
中
と
し
子
（
水

甕
）
鈴
木
サ
ダ
子
（
水
甕
）、
鈴
木
和
枝
（
水
甕
）

榎
本
幼
子
（
水
甕
）
今
井
淑
子
（
水
甕
）
小
峯
葉

子
（
水
甕
）

酒
井
和
代
（
潮
音
）
横
山
与
志
乃

（
歩
道
）
豊
島
秀
範
（
コ
ス
モ
ス
）
小
林
一
、
前
田

え
み
子
（
央
）
山
中
真
知
（
鮒
）
金
田
ト
シ
子
（
鮒
）

大
澤
二
葉
（
鮒
）
高
津
和
恵
（
花
實
）
橋
本
幸
子
、

高
木
範
子
（
歌
林
）
松
本
ノ
リ
子
（
か
り
ん
）
苅
部

國
松
（
か
り
ん
）
岩
崎
正
子
（
長
流
）
西
嶋
法
子

（
か
り
ん
）
谷
光
順
晏
（
か
り
ん
）
齋
藤
哲
子
（
か

り
ん
）
伊
藤
房
枝
（
か
り
ん
）
亀
田
則
江
（
鮒
）
秋

葉
四
郎
。
戸
田
佳
子
（
歩
道
）
竹
之
内
八
重
子
（
橄

欖
）
前
田
弥
栄
子
（
歩
道
）
富
田
凉
子
（
歩
道
）
久
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り
ん
）
冨
田
節
子
（
か
り
ん
）
野
原
て
い
子
（
白
南

風
）
林
三
重
子
（
ナ
イ
ル
）
岩
崎
節
子
　
大
久
保
麗

子
（
日
月
）
小
岩
充
親
　
杉
村
弘
美
　
染
野
幸
子

中
島
佳
代
子
　
柳
沢
学
　
原
田
孝
江
（
天
象
）
市
村

正
枝
（
ナ
イ
ル
）
武
井
静
香
（
か
り
ん
）
西
澤
富
枝

（
か
ら
た
ち
）
松
本
幸
子
（
新
炎
）
平
石
一
（
鮒
）

斎
藤
美
和
子
（
白
南
風
）
岡
田
陽
子
（
花
實
）
清
水

惠
美
子
（
花
實
）
長
谷
川
ミ
チ
（
花
實
）
皆
川
節
子

（
花
實
）
天
利
友
枝
（
白
南
風
）
深
作
翠
州
（
茨
城

歌
人
）
三
井
弥
生
（
茨
城
歌
人
）
石
井
喜
代
子
（
天

象
）
戸
田
や
す
子
、
今
村
和
子
（
ナ
イ
ル
）
副
田
千

春
（
か
り
ん
）

神
奈
川

赤
星
千
鶴
子
（
か
り
ん
）
鹿
取
未
放
（
か

り
ん
）
中
村
清
子
（
天
象
）
川
端
幸
雄
（
天
象
）
五

十
嵐
伸
之
（
か
り
ん
）

千
田
政
子
（
か
り
ん
）

千
々
和
久
幸
（
香
蘭
）
磯
辺
朋
子
（
は
な
）
角
宮
悦

子
（
は
な
）
吉
村
照
代
（
醍
醐
）
野
地
安
伯
（
白
路
）

小
倉
成
美
　
宮
脇
は
る
か
（
開
耶
）
小
沼
克
彦
（
き

さ
ら
ぎ
）
河
又
世
津
子
（
き
さ
ら
ぎ
）
片
野
浜
子

小
市
邦
子
（
潮
音
）
川
野
愛
子
（
か
り
ん
）
長
友
く

に
（
か
り
ん
）
蒲
ヶ
厚
朱
美
（
長
流
）
神
部
京
子

（
長
流
）
瀬
木
志
津
江
（
か
り
ん
）
村
上
富
子
（
藝

術
と
自
由
）
田
中
健
一
郎
（
天
象
）
丸
岡
良
雄
（
天

象
）
沢
田
純
子
（
砂
金
）
下
南
拓
夫
（
詞
楽
の
会
）

亞
川
マ
ス
子
（
ま
ひ
る
野
）
尾
崎
和
子
（
水
甕
）

陣
内
直
樹
（
ま
ひ
る
野
）
池
谷
し
げ
み
（
か
り
ん
）

長
岡
弘
子
（
長
流
）
佐
怒
賀
弘
子
（
か
り
ん
）
松
村

富
美
子
（
白
南
風
）
大
下
一
真
（
ま
ひ
る
野
）
砂
田

暁
子
（
水
甕
）
福
田
よ
し
み
（
白
南
風
）
高
井
瑤
子

（
藝
術
と
自
由
）
古
谷
円
（
か
り
ん
）
大
沢
眞
子

（
水
甕
）

長
　
野

松
田
富
子
（
白
夜
）
市
川
光
男
（
未
来
山

脈
）
田
村
三
好
（
ポ
ト
ナ
ム
）
細
川
え
い
子
（
天
象
）

関
ア
ツ
子
（
未
来
山
脈
）
光
本
恵
子
（
未
来
山
脈
）

江
原
玲
（
ポ
ト
ナ
ム
）
山
中
悦
子
（
白
南
風
）
上
条

夏
實
（
白
南
風
）
立
石
享
子
（
白
南
風
）
矢
口
賀
世

（
白
南
風
）
松
田
富
子
（
白
夜
）

新
　
潟

小
川
千
賀
子
（
白
珠
）
田
村
和
郎
（
渕
）

長
谷
川
宏
（
青
潮
）

山
　
梨

庭
野
摩
里
（
短
歌
人
）
三
枝
良
子
（
鮒
）

石
井
治
子

富
　
山

和
田
道
子
（
白
南
風
）
大
井
照
子
（
白
南

風
）
寄
田
即
子
（
白
南
風
）
浅
岡
千
枝
子
（
か
り
ん
）

岩
村
夕
美
子
（
白
南
風
）
大
沢
真
喜
子
（
白
南
風
）

堀
井
康
子
（
白
南
風
）
市
来
愛
子
（
白
南
風
）

石
　
川

敷
田
千
枝
子
（
泱
）

福
　
井

田
中
利
喜
太
郎

静
　
岡

小
笠
原
小
夜
子
（
天
象
）
福
田
正
乃
（
天

象
）
島
田
智
大
（
天
象
）
榑
松
靖
彦
（
天
象
）
鈴
木

秀
子
（
天
象
）
上
野
桂
子
（
白
南
風
）
神
谷
知
子

（
あ
ふ
ち
短
歌
）
小
川
み
ゑ
（
天
象
）
鈴
木
幸
子

（
天
象
）
小
池
尹
子
（
水
甕
）
大
橋
光
子
（
天
象
）

田
中
美
智
子
（
天
象
）
山
梨
玲
子
（
水
甕
）
浅
場
純

子
（
水
甕
）
鈴
木
文
子
（
天
象
）
宮
本
恵
司
（
水
甕
）

（
花
實
）
小
林
静
、
北
村
文
子
、
加
沢
隆
（
鮒
）
大

崎
靖
子
（
砂
金
）
清
水
則
子
（
鮒
）
三
澤
靖
彦
（
鮒
）

武
居
静
子
（
鮒
）
丸
山
淳
子
、
阿
部
悦
子
（
鮒
）
武

山
千
鶴
（
鮒
）
山
田
治
男
（
吾
妹
）
藤
枝
幸
子
（
鮒
）

須
崎
文
子
（
鮒
）
飯
田
英
子
（
鮒
）
伴
野
郁
子
（
創

作
）
丸
山
由
紀
子
（
鮒
）
島
田
充
子
（
覇
王
樹
）
進

藤
多
紀
（
塔
）
佐
伯
裕
子
（
未
来
）
小
石
薫
（
塔
）

小
原
英
二
（
鮒
）
川
野
綾
子
（
代
々
木
歌
話
会
）
志

水
せ
い
ら
（
清
流
）
中
村
陽
子
（
白
南
風
）
三
木
美

和
（
白
南
風
）
丸
山
志
げ
子
（
か
り
ん
）
古
市
三
枝
、

長
澤
俊
子
、
津
島
法
子
（
白
南
風
）
志
和
池
和
子

（
白
南
風
）
秋
廣
良
子
（
白
南
風
）
鋤
崎
和
子
（
天

象
）
崎
山
貞
子
（
か
り
ん
）
黒
瀧
み
さ
ほ
（
白
南
風
）

夏
目
雅
代
（
水
甕
）
高
橋
栄
子
（
芸
術
と
自
由
）
陣

内
容
子
（
曠
野
）
堀
江
　
子
（
か
り
ん
）
高
井
瑤
子

（
藝
術
と
自
由
）
大
河
内
つ
ゆ
子
（
白
南
風
）
菅
野

稔
子
（
藝
術
と
自
由
）
友
利
健
一
（
吾
妹
）
河
野
喜

助
（
吾
妹
）
及
川
秀
子
（
砂
金
）
井
口
タ
ヱ
子
（
水

甕
）
山
田
武
子
、
中
間
芳
子
（
長
流
）
桜
沢
つ
や
子

（
長
流
）
太
田
澄
江
（
長
流
）
古
谷
照
代
（
か
り
ん
）

永
安
好
子
（
国
民
文
学
）
佐
野
豊
子
（
か
り
ん
）
水

谷
文
子
（
か
り
ん
）
中
尾
和
子
（
白
珠
）
野
々
村
八

重
子
（
か
が
り
び
）
西
尾
泰
子
（
長
流
）
小
野
田
素

子
（
長
流
）
天
野
田
鶴
子
（
長
流
）
斉
藤
昭
子
（
長

流
）
森
松
子
（
か
り
ん
）
伊
地
知
瑞
代
（
鮒
）
門
司

久
江
（
創
作
）
鷲
尾
三
枝
子
（
か
り
ん
）
増
田
啓
子

（
か
り
ん
）
中
島
峰
子
（
か
り
ん
）
緒
方
妙
子
（
か
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香
　
川

前
田
彌
生
（
ヤ
マ
マ
ユ
）

愛
　
媛

松
井
幸
枝
（
潮
音
）

高
　
知

福
井
ま
ゆ
み
（
塔
）

福
　
岡

城
島
和
子
（
ひ
の
く
に
）
酒
井
イ
オ
エ

（
水
甕
）
平
川
不
二
子
（
椎
木
）
野
上
徳
夫
（
歌
と

観
照
）
池
田
喜
澄
（
青
天
）
江
上
輝
廣
（
草
木
）
松

本
芙
貴
子
（
ナ
イ
ル
）
小
副
川
美
智
子
（
ひ
の
く
に
）

中
嶋
敏
子
（
氷
原
）
坂
田
美
恵
子
（
ナ
イ
ル
）
城
島

和
子
（
ひ
の
く
に
）
冨
田
ま
り
子
（
白
南
風
）
平
田

初
女
（
白
南
風
）

大
　
分

梅
木
美
穂
（
歌
帖
）
外
山
ユ
キ
コ
（
歌
帖
）

平
岩
ナ
オ
ミ
（
歌
帖
）
簗
雅
子
（
白
南
風
）
堀
越
和

子
（
歌
帖
）
賀
来
喜
美
（
歌
帖
）
植
山
眞
由
美
（
歌

帖
）
矢
田
良
子
（
歌
帖
）
佐
藤
洋
子
（
歌
帖
）
田
上

伸
（
朱
竹
）
寺
司
愛
子
（
は
な
ぶ
さ
）
矢
田
よ
し
子

（
歌
帖
）
佐
藤
洋
子
（
歌
帖
）

長
　
崎

松
岡
初
音
（
覇
王
樹
）
中
上
鉄
朗
（
あ
す

な
ろ
）
山
本
ト
ヨ
子
（
あ
す
な
ろ
）
吉
田
早
苗
（
あ

す
な
ろ
）

熊
　
本

清
島
あ
つ
子

佐
　
賀

梶
山
久
美
（
ひ
の
く
に
）
遠
藤
絹
子
（
ひ

の
く
に
）
西
田
雅
子
（
ひ
の
く
に
）
梶
山
久
美
（
ひ

の
く
に
）
宮
内
木
箱
（
牙
）

沖
　
縄

東
恩
納
清
（
短
歌
）

外
　
国

E
lizab

eth
H
ow
ard
,
B
rig
itte

sch
iitte,

E
lizab

eth
H
ow
ard
,
M
rig
itte

Schutte,R
E
N
A
T
A
K
O
C
H
,M
E
IL
IN
L
E
E

愛
　
知

林
口
僥
子
（
水
甕
）
伊
神
舞
子
（
ナ
イ
ル
）

本
多
正
明
（
鮒
）
山
内
菊
子
（
氷
原
）
天
白
寛
子

（
か
ら
た
ち
）
渡
辺
瑞
夫

岐
　
阜

桑
田
靖
之
（
人
）
塚
田
い
せ
子
（
か
ら
た

ち
）

三
　
重

山
口
千
種
（
新
ア
ラ
ラ
ギ
）

和
歌
山

山
下
喜
和
子
（
鮒
）
石
井
和
子

大
　
阪

船
本
雅
子
（
天
象
）
高
市
み
ど
り
（
天
象
）

中
西
維
子
（
天
象
）
高
橋
康
子
（
天
象
）
小
林
喜
實

枝
（
鮒
）
泉
初
子
（
鮒
）
中
村
寿
子
（
鮒
）
三
嶋
和

子
（
鮒
）
美
富
百
々
子
（
鮒
）
矢
吹
祐
子
（
鮒
）
平

川
不
二
子
（
白
南
風
）
入
谷
幸
子
（
鮒
）

奈
　
良

吉
井
久
子
（
天
象
）
島
泰
子
（
天
象
）
西

田
美
和
子
（
天
象
）
田
中
笑
子
（
天
象
）
鎌
田
明
美

（
天
象
）

京
　
都

伊
藤
き
く
ゑ
（
鮒
）

滋
　
賀

小
潟
水
脈
（
り
と
む
）

兵
　
庫

河
村
都
子
（
天
象
）
勝
呂
貞
子
（
天
象
）

田
鶴
雅
一
（
う
た
野
）

広
　
島

川
西
安
代
（
ナ
イ
ル
）
河
本
惠
津
子
（
か

り
ん
）
藤
井
茂
恵
　
井
上
彩
（
天
象
）
木
曽
英
子

（
天
象
）
沖
野
泰
子
（
ナ
イ
ル
）
瀧
村
登
美
子
（
ナ

イ
ル
）
石
川
幸
子
（
ナ
イ
ル
）
中
垣
有
美
子
（
ナ
イ

ル
）

島
　
根

金
山
黎
子
（
草
木
）
山
中
紅
翅
（
群
緑
）

岡
　
山

勝
瑞
夫
己
子
（
龍
）

徳
　
島

西
卓
男
（
か
ら
た
ち
）
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定

例

総

会

風

景



谷
武
男
、
片
岡
明
、
大
丸
利
恵
、
宮
本
と
く
、
身
内

ゆ
み
、
照
波
と
よ
子
、
中
崎
長
太
、
金
井
正
、
小
原

文
子
、
海
野
庄
一
、
海
老
沢
幸
子
、
下
村
慶
子
、
渡

辺
知
英
子
、
大
川
き
よ
、
浅
野
京
子
、
下
田
尾
三
乃

◎
栃
木

山
口
光
枝
、
堀
喜
恵
子
、
横
山
岩
男

◎
山
梨

川
崎
勝
信

◎
長
野

久
保
田
幸
枝
、
光
本
恵
子
、
関
ア
ツ
子

◎
群
馬

阿
部
功
、
千
葉
つ
ね
子
、
里
見
佳
保
、
田

村
朝
子
、
越
沢
忠
一

◎
埼
玉

浜
口
美
知
子
、
高
橋
良
子
、
野
口
愛
子
、

川
崎
信
一
、
高
橋
康
子
、
甲
斐
八
重
子
、
中
山
昭
一
、

江
幡
芳
枝
、
伊
藤
弘
子
、
羽
石
秀
夫
、
持
田
久
子
、

高
村
典
子
、
小
川
昌
雄
、
酒
井
国
江
、
稲
葉
貞
心
、

久
保
田
恭
子
、
法
橋
栄
子
、
町
田
の
り
子
、
島
崎
明

光
、
内
田
輝
代
子
、
池
田
眞
由
美
、
芹
澤
貴
子
、
大

芝
貫
、
大
山
末
子
、
水
城
春
房
、
三
友
さ
よ
子
、
金

子
正
男
、
水
野
久
子
、
佐
田
毅
、
森
田
忠
信
、
中
富

貴
代
、
渡
邉
桂
子
、
久
保
美
枝
、
帯
川
千
、
木
島
千

恵
、
山
崎
正
男
、
牧
田
初
江
、
ぬ
き
わ
れ
い
こ
、
宮

島
金
作
、
結
城
文
、
小
林
文
江
、
佐
田
公
子
、
恩
田

英
明
、
四
元
仰
、
平
林
静
代
、
上
島
ナ
カ
、
遠
藤
勝
、

森
口
和
歌
子
、
梅
澤
鳳
舞
、
馬
場
久
枝
、
細
谷
登
美

子
、
奥
田
巌
、
竹
下
成
子
、
関
根
志
満
子
、
中
嶋
浪

子
、
叶
玲
子
、
吉
住
正
子
、
湯
浅
八
重
子
、
三
浦
節

子
、
森
川
和
代
、
吉
原
久
美
、
三
友
清
史
、
三
友
松

江
、
島
崎
榮
一
、
市
原
志
郎
、
寺
島
清
文
、
奥
良
子
、

葦
原
辰
雄
、
藤
本
重
成
、
中
村
美
代
子
、
神
戸
園
子
、

根
岸
雅
子
、
林
三
重
子
、
湯
沢
千
代
、
小
櫻
京
子
、

丹
野
ひ
さ
の
、
飛
高
敬
、
松
本
紀
子
、
鈴
木
美
知
子
、

真
下
義
明
、
関
口
喜
美
子
、
御
供
平
佶

◎
千
葉

野
上
千
賀
子
、
加
藤
優
子
、
天
野
陽
子
、

松
本
静
泉
、
榎
本
美
代
子
、
大
澤
二
葉
、
吉
田
耕
士
、

佐
藤
八
重
子
、
鈴
木
扶
美
江
、
笹
森
智
子
、
武
田
静

江
、
田
中
ヨ
シ
子
、
相
川
幸
子
、
近
藤
節
子
、
長
谷

川
愛
子
、
坂
田
和
子
、
井
上
成
子
、
田
上
信
子
、
小

川
壽
子
、
小
林
一
、
斉
藤
淑
子
、
黒
沼
春
代
、
高
橋

真
砂
、
榎
本
孝
子
、
庄
司
晴
江
、
前
田
え
み
子
、
紺

野
裕
子
、
荒
川
源
吾
、
栄
藤
公
子
、
圭
木
令
子
、
岡

部
克
彦
、
山
中
真
知
、
秋
山
周
子
、
橋
本
幸
子
、
金

子
き
ん
子
、
山
下
雅
子
、
小
田
朝
雄
、
磯
野
榮
子
、

石
黒
陽
子
、
金
田
ト
シ
子
、
五
十
嵐
順
子
、
宮
崎
和

子
、
内
海
い
ね
、
土
橋
い
そ
子
、
松
下
總
一
郎
、
林

一
夫
、
原
口
結
子
、
古
川
芳
子
、
久
保
田
和
子
、
藤

倉
文
子
、
神
郡
一
成
、
久
々
湊
盈
子
、
尾
城
美
子
、

中
川
央
子
、
松
村
由
利
子
、
田
中
房
枝
、
平
塚
宣
子
、

加
瀬
正
夫
、
福
井
孝
、
笠
原
恵
美
子
、
黒
田
純
子
、

塩
入
照
代
、
佐
藤
八
重
子
、
能
村
研
三
、
神
作
光
一
、

秋
葉
四
郎

◎
東
京

内
田
孝
子
、
木
下
豊
和
、
林
田
鈴
、
阿
部

悦
子
、
西
川
修
子
、
細
谷
弘
治
、
吉
田
久
子
、
毛
利

洋
子
、
久
保
田
聰
子
、
大
河
内
つ
ゆ
子
、
三
井
弥
生
、

成
田
キ
ヨ
、
栗
原
佐
智
子
、
進
藤
多
紀
、
小
石
薫
、

鈴
木
英
子
、
藤
井
昭
男
、
水
沢
竜
夫
、
岡
豊
子
、
長

澤
重
夫
、
小
山
田
ふ
み
子
、
平
田
久
美
子
、
田
村
元
、

平
成
17
年
度
定
期
総
会
出
席
者
名
簿

◎
秋
田

菅
原
恵
子

◎
岩
手

鈴
木
和
子
、
藤
原
重
子
、
高
橋
妙
子
、
佐

藤
ゆ
い
、
八
重
樫
励
子
、
舟
野
広
、
高
橋
優
子
、
助

川
さ
ち
子
、
梶
川
ア
ツ
子

◎
宮
城

南
條
範
男
、
平
野
由
美
子

◎
新
潟

中
村
光
雄

◎
茨
城

小
田
倉
量
平
、
塚
田
沙
玲
、
勝
山
一
美
、

簗
よ
し
、
石
橋
久
美
子
、
大
塚
洋
子
、
鶴
見
豊
吉
、

飯
田
秀
夫
、
櫻
井
雅
江
、
山
川
澄
子
、
勝
井
か
な
子
、

中
村
典
子
、
和
希
明
美
、
麻
田
絹
代
、
横
田
晴
子
、

高
野
芳
久
、
岡
田
久
雄
、
鈴
木
和
子
、
谷
垣
恵
美
子
、

川
村
安
弘
、
市
島
紀
郎
、
西
口
は
ま
子
、
桐
原
富
貴

子
、
住
谷
寿
子
、
日
暮
彌
生
、
加
味
ま
す
子
、
田
中

拓
也
、
齋
藤
す
み
子
、
松
本
和
代
、
宇
佐
美
矢
寿
子
、

秋
葉
静
枝
、
野
澤
喜
代
子
、
野
口
敏
子
、
小
泉

代
、

落
合
千
代
子
、
園
部
眞
紀
子
、
小
田
倉
玲
子
、
大
滝

世
喜
、
勝
山
牧
夫
、
樋
川
道
子
、
金
丸
玉
貴
、
佐
藤

甲
太
郎
、
柴
岡
直
治
、
黒
田
青
磁
、
関
根
秀
子
、
宮

田
泰
子
、
岡
田
達
子
、
渡
辺
と
も
い
、
筑
波
葦
子
、

関
口
恒
四
朗
、
生
田
目
達
子
、
青
木
保
、
猿
田
彦
太

郎
、
門
田
公
子
、
田
中
ミ
チ
コ
、
宇
留
野
む
つ
み
、

平
澤
良
子
、
小
沼
青
心
、
松
崎
国
男
、
須
々
木
誠
一
、

津
田
惠
美
、
大
塚
敬
三
、
小
原
郁
代
、
中
根
誠
、
添
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場
英
雄
、
田
村
雅
之
、
塩
田
光
子
、
福
田
龍
生
、
尾

佐
竹
雅
子
、
服
部
あ
き
の
、
鈴
木
明
子
、
末
継
由
紀

子
、
藤
室
苑
子
、
藤
枝
幸
子
、
鈴
木
諄
三
、
生
沼
義

朗
、
片
山
恵
美
子
、
大
越
一
男
、
押
田
仍
宏
、
市
村

八
洲
彦
、
陣
内
容
子
、
山
田
治
男
、
谷
川
佐
和
子
、

小
林
千
恵
子
、
蔵
野
勇
、
金
田
義
直
、
原
田
清
、
林

田
恒
浩
、
三
井
ゆ
き
、
大
塚
善
子
、
松
坂
弘
、
星
野

京
、
来
嶋
靖
生

◎
神
奈
川

小
林
邦
子
、
山
中
登
久
子
、
蓮
本
ひ
ろ

子
、
日
野
原
典
子
、
佐
藤
圭
子
、
岩
本
史
子
、
高
松

有
花
、
尾
崎
知
子
、
朝
井
恭
子
、
中
村
美
稲
、
田
代

弥
生
、
芝
谷
幸
子
、
高
橋
佳
代
子
、
神
部
京
子
、
下

島
由
江
、
亀
山
保
美
恵
、
舟
木
澄
子
、
桜
井
正
子
、

田
渕
ヒ
ロ
子
、
林
静
峰
、
杉
本
照
世
、
清
水
正
子
、

鈴
木
和
子
、
金
山
恵
美
子
、
渡
辺
和
代
、
根
本
芳
平
、

塚
田
キ
ヌ
エ
、
松
村
富
美
子
、
福
留
フ
ク
子
、
早
坂

恭
子
、
今
野
美
枝
子
、
佐
々
木
千
枝
子
、
久
方
壽
満

子
、
中
込
カ
ヨ
子
、
池
谷
し
げ
み
、
塩
野
崎
宏
、
山

岸
彩
子
、
戸
田
恵
美
子
、
岩
内
敏
行
、
森
藍
子
、
今

野
寿
美
、
千
田
政
子
、
結
城
み
ち
子
、
三
浦
孝
介
、

佐
伯
莉
子
、
森
本
美
子
、
長
友
く
に
、
丸
山
郁
夫
、

永
平
利
夫
、
陳
内
直
樹
、
八
木
茂
子
、
二
瓶
一
枝
、

八
城
水
明
、
沼
波
万
里
子
、
岸
本
節
子
、
青
田
伸
夫
、

佐
波
洋
子
、
堤
恵
子
、
古
谷
円
、
井
上
久
美
子
、
小

島
熱
子
、
原
ハ
ル
子
、
青
井
史
、
川
井
盛
次
、
平
田

由
喜
子
、
山
本
か
ね
子
、
矢
野
豊
子
、
加
納
亜
津
代
、

梅
田
洋
子
、
辻
玲
子
、
大
友
道
夫
、
古
川
昌
子
、
早

河
二
三
子
、
小
松
啓
子
、
川
辺
古
一
、
内
藤
た
つ
子
、

中
川
禮
子
、
亜
川
マ
ス
子
、
関
珠
江
、
斎
藤
貴
美
子
、

町
方
和
夫
、
植
木
節
子
、
下
南
拓
夫
、
伊
藤
宏
見
、

桑
山
則
子
、
大
下
一
真
、
岩
田
正
、
永
平
緑
、
三
枝

昂
之

◎
静
岡

湯
川
邦
子
、
星
谷
亜
紀
、
山
本
早
苗
、
原

昭
子
、
加
藤
寿
美
枝
、
畝
美
津
子
、
池
田
光
子
、
村

松
秀
代
、
小
川
み
ゑ
、
市
川
緑
、
榑
松
靖
彦
、
永
田

富
美
、
星
屋
澄
江
、
鈴
木
文
子
、
小
佐
野
豊
子
、
岩

辺
辰
子
、
市
川
緑
、
金
子
清
子
、
洞
田
時
子
、
小
笠

原
小
夜
子
、
藤
岡
武
雄

◎
富
山

寄
田
即
子
、
和
田
道
子
、
大
井
照
子
、
今

井
和
子
、
久
泉
迪
雄

◎
石
川

永
井
正
男

◎
愛
知

青
木
陽
子
、
杉
崎
チ
セ
子
、
小
池
貴
久
枝
、

本
多
正
明
、
青
木
佐
喜
子
、
池
田
美
恵
子
、
高
島
壽

美
江
、
立
松
滋
子
、
林
口
僥
子
、
水
井
千
恵
子

◎
三
重

大
平
修
身

◎
京
都

伊
藤
き
く
ゑ
、
山
本
り
つ
子

◎
大
阪

小
林
喜
實
枝
、
美
富
百
々
子
、
三
島
和
子
、

中
村
寿
子
、
衣
笠
育
子
、
泉
初
子

◎
高
知

市
川
敦
子

◎
九
州

伊
勢
方
信

作
田
紀
子
、
中
島
峰
子
、
高
瀬
ミ
サ
子
、
西
澤
富
枝
、

甲
村
秀
雄
、
山
本
花
枝
、
松
原
信
孝
、
中
原
兼
彦
、

雨
宮
梅
子
、
中
村
千
恵
子
、
北
爪
英
夫
、
島
田
充
子
、

和
嶋
勝
利
、
宿
谷
睦
夫
、
友
利
健
一
、
坂
本
喜
由
、

林
丕
沙
子
、
中
島
央
子
、
杉
田
眞
佐
子
、
竹
島
道
子
、

佐
藤
え
み
子
、
磯
田
ひ
さ
子
、
伊
藤
泓
子
、
大
崎
靖

子
、
藤
井
徳
子
、
和
田
三
郎
、
丸
山
由
紀
子
、
武
居

静
子
、
土
屋
亮
、
稲
葉
章
三
、
渡
部
紀
子
、
魚
住
る

み
子
、
西
村
佑
子
、
瀬
戸
礼
子
、
原
田
節
子
、
下
村

正
子
、
末
吉
道
子
、
河
合
雅
江
、
筑
波
笙
子
、
山
岸

和
子
、
比
企
敬
至
、
清
水
則
子
、
椎
名
恒
治
、
河
合

真
佐
子
、
鷲
尾
三
枝
子
、
中
根
三
枝
子
、
平
岡
清
子
、

伊
藤
由
喜
江
、
千
原
彰
子
、
今
枝
敬
昌
、
木
村
博
夫
、

山
野
吾
郎
、
中
静
勇
、
小
原
英
二
、
小
和
田
す
み
子
、

山
本
さ
よ
子
、
野
原
て
い
子
、
中
尾
和
子
、
関
と
も
、

本
間
彰
子
、
奈
良
み
ど
り
、
佐
々
木
よ
し
子
、
今
井

信
子
、
宮
禮
子
、
浅
田
雅
一
、
森
淑
子
、
加
藤
英
彦
、

秋
広
良
子
、
久
保
田
磯
子
、
梓
志
乃
、
宮
原
勉
、
福

岡
薫
、
小
島
玉
枝
、
三
枝
英
夫
、
阿
部
倬
子
、
金
子

あ
き
、
柳
田
祥
子
、
武
山
千
鶴
、
高
松
和
子
、
窪
田

あ
つ
み
、
南
美
智
恵
、
池
田
ふ
じ
子
、
小
山
と
き
子
、

松
浦
美
智
子
、
浅
香
佳
子
、
志
水
美
紀
子
、
緒
方
妙

子
、
五
十
嵐
登
美
子
、
金
井
じ
ゅ
ん
子
、
山
内
三
三

子
、
沢
井
朝
子
、
中
地
俊
夫
、
横
山
三
樹
、
醍
醐
和
、

鈴
木
千
代
乃
、
成
富
美
津
子
、
尾
澤
紀
明
、
広
沢
朝

子
、
関
場
瞳
、
久
保
田
フ
ミ
エ
、
東
山
三
代
、
市
原

友
子
、
西
尾
芙
美
子
、
横
山
茂
子
、
小
池
雪
子
、
馬
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歌
歳
時
記
」「
写
真
で
見
る
宮
城
県
昭
和
短
歌
史
」

「
わ
た
し
の
こ
の
三
首
」「
二
〇
〇
一
年
の
歌
」。

こ
れ
ら
の
公
的
な
事
業
の
か
た
わ
ら
、
十
数
冊
に

及
ぶ
ご
自
分
の
歌
集
・
歌
書
を
出
版
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
は
「
仙
台
文
学
」
に
拠
る
小

説
、
ま
た
油
絵
な
ど
、
多
彩
な
精
力
的
な
ご
活
躍
振

り
に
は
目
を
み
は
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
い
う
な
ら

ば
、
強
固
な
意
志
の
人
で
あ
り
、
実
行
の
人
と
い
う

べ
き
お
方
で
あ
っ
た
。
常
に
ほ
ほ
笑
み
の
中
に
も
、

精
悍
な
眼
差
し
、
そ
し
て
裂
帛
の
気
迫
。
今
で
も
ど

こ
か
ら
か
大
声
が
聞
こ
え
て
来
る
よ
う
な
錯
覚
に
さ

え
駆
ら
れ
る
。
生
前
の
業
績
に
感
謝
し
つ
つ
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
の
み
で
あ
る
。

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
北
関
東
地
区
幹
事
の
大
井
恵し

げ

夫お

氏
は
一
昨
年
四
月
、
肝
臓
癌
の
手
術
以
後
入
退
院
を

繰
り
返
し
て
い
た
が
、
去
る
三
月
二
十
二
日
夜
つ
い

に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
月
に
私
が
見
舞
っ
た

時
は
床
に
臥
し
た
ま
ま
な
が
ら
話
も
出
来
て
、
歌
の

話
に
な
る
と
い
つ
も
の
調
子
が
窺
え
た
。

闘
病
生
活
二
年
と
も
な
れ
ば
辛
か
っ
た
で
あ
ろ
う

に
大
井
氏
は
弱
音
を
吐
か
な
か
っ
た
。
歌
誌
「
地
表
」

の
編
集
代
表
と
し
て
、
ま
た
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
の
北

関
東
地
区
幹
事
、
群
馬
県
歌
人
ク
ラ
ブ
副
会
長
・
年

刊
歌
集
刊
行
委
員
、
群
馬
県
文
学
賞
選
考
委
員
等
、

最
期
ま
で
そ
の
責
任
を
果
た
そ
う
と
し
て
お
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
突
然
の
逝
去
は
残
念
で
な
ら
な
い
。

昭
和
四
十
一
年
度
群
馬
県
文
学
賞
を
受
賞
し
た

「
土
屋
文
明
研
究
」
は
氏
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
な

っ
た
。
昭
和
四
十
八
年
評
論
集
『
土
屋
文
明
―
そ
の

故
郷
と
歌
』、
平
成
二
年
『
土
屋
文
明
―
短
歌
の
周

辺
』
を
出
版
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
郷
土
の
大
先
輩
へ

の
深
い
愛
敬
の
念
か
ら
発
す
る
も
の
で
、
実
証
的
、

論
理
明
晰
で
土
屋
文
明
の
人
と
作
品
に
迫
っ
て
い

る
。一

方
、
歌
集
に
は
昭
和
六
十
三
年
『
大
井
恵
夫
歌

集
―
星
の
家
族
』、
平
成
十
年
『
冬
空
』
が
あ
る
。

『
大
井
恵
夫
歌
集
―
星
の
家
族
』
は
夫
人
の
一
周

忌
供
養
の
意
を
こ
め
た
も
の
で
、

わ
が
秘
む
る
心
揺
ら
ぎ
に
ふ
れ
ぬ
妻
う
し
ろ
姿

の
さ
び
し
き
を
言
ふ

な
ど
妻
へ
の
思
い
、温
か
な
家
庭
愛
に
満
ち
て
い
る
。

第
二
歌
集
『
冬
空
』
に
は
、

夜
中
覚
む
る
寂
し
さ
を
言
ひ
し
妻
に
し
て
同
じ

思
ひ
を
夜
々
ひ
と
り
耐
ふ

な
ど
妻
亡
き
後
の
寂
蓼
感
の
滲
む
秀
歌
が
多
い
。

こ
の
歌
集
『
冬
空
』
は
平
成
十
年
度
日
本
歌
人
ク

ラ
ブ
北
関
東
地
区
優
良
歌
集
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
当

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
参
与
工
藤
幸
一

氏
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
日
の
朝
、
静
か
に
こ
の

世
を
去
ら
れ
た
。
享
年
八
十
八
で
し
た
。

前
日
の
夜
ま
で
は
全
く
平
常
の
ご
生
活
振
り
で
あ

っ
た
と
か
、
そ
れ
が
一
夜
の
う
ち
に
幽
明
境
を
異
に

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
訃
に
接
し
耳
を
疑
っ
た
の
は
私

ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
氏
が
宮
城
県
短
歌
ク
ラ
ブ

の
代
表
を
お
引
き
受
け
に
な
っ
て
か
ら
四
十
五
年

余
、
何
か
期
す
る
も
の
が
お
あ
り
の
よ
う
で
、「
重

任
を
妨
げ
な
い
」
の
規
則
以
前
に
、
む
し
ろ
ご
自
分

か
ら
進
ん
で
代
表
を
お
引
き
受
け
に
な
っ
た
。
そ
し

て
県
短
歌
大
会
の
継
続
実
施
の
ほ
か
、
氏
の
出
身
母

体
で
あ
る
河
北
新
報
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
、
三
十

四
回
に
及
ぶ
東
北
短
歌
大
会
の
開
催
。
ま
た
新
人
発

掘
を
目
指
し
た
三
十
首
詠
に
よ
る
県
短
歌
賞
の
設
定

な
ど
、
新
機
軸
に
よ
る
行
事
の
ほ
か
、
圧
巻
は
何
と

い
っ
て
も
県
ク
ラ
ブ
会
員
を
網
羅
し
た
出
版
事
業
の

多
彩
さ
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
宮
城
県
全
歌
人
歌
集
」

に
始
ま
り
「
宮
城
県
を
詠
ん
だ
歌
人
の
足
跡
」「
宮

城
の
現
代
歌
枕
」「
わ
た
し
の
戦
後
詠
」「
宮
城
の
短

工
藤
幸
一
氏
を
悼
む

意
志
の
人

佐
久
間
　
晟
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な
お
瑞
々
し
さ
を
失
わ
な
い
作
品
の
命
脈
に
触
れ

「
圧
倒
的
多
数
の
会
員
が
挙
っ
て
自
分
自
身
の
夢
を

扱
っ
て
い
る
」と
声
を
大
に
し
て
言
う
も
の
で
あ
る
。

百
歳
を
目
前
に
し
て
、
先
生
は
静
か
に
き
っ
ぱ
り

と
旅
立
た
れ
た
。
さ
す
が
の
先
生
も
生
き
る
こ
と
に

一
寸
だ
け
疲
れ
て
し
ま
わ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
と

思
っ
た
り
し
て
い
る
。

さ
す
指
の
先
を
ど
こ
ま
で
の
ば
す
な
ら
心
し
ず

ま
る
と
こ
ろ
に
と
ど
く

こ
れ
は
保
谷
市
の
伏
見
稲
荷
神
社
の
境
内
に
建
立

さ
れ
た
大
き
な
根
武
川
石
の
裏
面
に
刻
ま
れ
た
先
生

の
歌
で
あ
る
。
歌
碑
の
表
面
に
は
夫
君
雄
次
氏
の
筆

に
な
る
「
筆
家
」
の
二
文
字
が
大
書
さ
れ
て
い
る
。

残
生
か
余
生
な
る
か
は
し
ら
ね
ど
も
わ
が
身
に

と
り
て
は
い
つ
も
本
番

旅
先
で
も
本
番
を
生
き
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

大
橋
久
仁
子
（
白
　
珠
）

平
成
16
年
７
月
21
日

宮
本
　
邦
夫
（
原
始
林
）

〃
　
　
11
〃
13
〃

町
野
　
　
浩
（
吾
　
妹
）

平
成
17
年
１
月
14
日

土
屋
　
美
子
（

鮒
　
）

〃
　
　
２
〃
４
〃

国
分
キ
ヨ
子
（
え
に
し
だ
）

〃
　
　
２
〃
21
〃

木
村
　
英
一
（
茨
城
歌
人
）

〃
　
　
２
〃
25
〃

科
野
千
代
子
（
林
　
間
）

〃
　
　
２
〃
25
〃

片
岡
　
清
美
（
あ
け
び
）

〃
　
　
３
〃
３
〃

故
人
哀
悼

島
田
　
悦
子
（
冬
　
雷
）

〃
　
　
３
〃
22
〃

佐
々
木
健
洲
（
武
都
紀
）

〃
　
　
4
〃
９
〃

山
元
　
園
葉

〃
　
　
４
〃
30
〃

佐
々
木
雅
子
（
遠
つ
び
と
）

〃
　
　
５
〃
５
〃

日
の
姿
が
思
い
出
さ
れ
る
。

今
は
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
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大
井
恵
夫
氏
を
悼
む

寂
蓼
感
の
歌

�
橋
　
誠
一

長
澤
美
津
先
生
の
訃
報
は
、
友
人
か
ら
の
電
話
で

受
け
た
。
覚
悟
は
し
て
い
た
が
シ
ョ
ッ
ク
で
、
通
り

一
片
の
挨
拶
し
か
出
来
な
か
っ
た
。
今
年
の
十
一
月

十
四
日
は
先
生
の
百
歳
の
誕
生
日
ゆ
え
、
お
祝
い
を

密
か
に
図
っ
て
、
そ
の
日
の
近
づ
く
の
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

時
折
り
、
ご
次
男
の
重
夫
氏
が
送
っ
て
く
だ
さ
る

先
生
の
日
常
の
写
真
に
励
ま
さ
れ
て
い
た
私
で
あ
る
。

自
分
自
身
の
神
経
性
の
病
気
の
た
め
に
、
独
り
で
は

到
底
外
出
が
出
来
な
い
で
い
る
折
り
等
に
、
不
思
議

と
先
生
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
地
獄
極
楽
が
話
題
に

な
っ
た
り
し
た
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
会
話
も
今
と
な

っ
て
は
一
睡
の
夢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

省
み
れ
ば
昭
和
二
十
四
年
四
月
、
北
見
志
保
子
を

筆
頭
に
、
阿
部
静
枝
、
川
上
小
夜
子
、
水
町
京
子
、

五
島
美
代
子
、
生
方
た
つ
ゑ
、
長
澤
美
津
な
ど
の
若

い
力
の
結
集
に
よ
っ
て
、
一
時
代
を
築
く
こ
と
に
な

る
季
刊
誌
「
女
人
短
歌
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ

る
。
今
そ
の
創
刊
号
を
繙
い
て
、
今
日
に
お
い
て
も
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日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
の
総
会
で
は
恒
例
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
講
演
会
が
用
意
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
俳
人

の
お
話
で
し
た
が
、
選
挙
の
手
伝
い
に
忙
し
く
お
聞

き
す
る
こ
と
が
出
来
ず
残
念
で
し
た
。
常
々
思
う
の

で
す
が
、
特
に
文
学
に
限
ら
な
く
て
も
、
時
に
は
広

い
芸
術
一
般
、
例
え
ば
演
劇
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
な
ど
の
広
い
分
野
か
ら
人
を
お
招
き
し
て
話
を
聞

く
こ
と
も
面
白
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全
く

違
っ
た
世
界
に
ふ
れ
る
こ
と
が
案
外
、
歌
作
り
の
栄

養
源
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
…
…
。
中
央
幹
事

会
の
企
画
の
視
野
の
一
隅
に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
つ
つ
。

（
鈴
木
明
子
）

夏
楓
の
木
下
が
涼
し
い
季
で
す
。

神
作
新
会
長
に
巻
頭
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、
当

会
誌
も
新
た
に
出
発
し
ま
す
。

今
号
を
ご
覧
く
だ
さ
る
と
お
り
、
昨
年
度
入
会
さ

れ
た
方
が
非
常
に
多
く
（
583
名
）、
変
化
が
あ
っ
た

年
で
す
。
そ
し
て
年
々
刊
行
の
「
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
・

現
代
万
葉
集
」
へ
も
多
数
の
参
加
が
反
映
さ
れ
い
よ

い
よ
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
四
月
か

ら
個
人
情
報
保
護
法
が
施
か
れ
、
こ
ち
ら
の
万
葉
集

も
巻
末
の
名
簿
か
ら
住
所
、
電
話
番
号
が
外
さ
れ
ま

す
。
名
前
は
、
あ
い
う
え
お
、
の
発
音
順
に
配
列
さ

れ
、
検
索
し
や
す
く
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

（
伊
藤
泓
子
）

曽
野
綾
子
著
『
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
』
の
文
中
に

「
葡
萄
酒
と
音
楽
は
心
を
楽
し
ま
せ
る
。
し
か
し
、

こ
の
い
ず
れ
に
も
勝
る
も
の
は
、
知
恵
を
愛
す
る
こ

と
で
あ
る
。笛
と
竪
琴
は
心
地
よ
い
調
べ
を
奏
で
る
。

し
か
し
、
こ
の
い
ず
れ
に
も
勝
る
も
の
は
、
楽
し
い

会
話
で
あ
る
。」（『
シ
ラ
書
』）
と
あ
っ
た
。
楽
し
い

会
話
は
人
を
罵
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
争
う
こ
と
で

も
な
く
、
ま
し
て
や
傷
つ
け
る
こ
と
で
も
な
い
。

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
も
こ
の
会
誌
も
、
楽
し
い
会
話

の
場
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
来
た
。
で
き
得
る

限
り
、
皆
様
の
会
話
の
広
場
と
な
り
多
く
の
方
々
に

ご
登
場
願
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
（
星
野
　
京
）

こ
の
季
節
に
は
、「
雨
過
山
轉
青
」
と
い
う
軸
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
雨
が
止
ん
だ
あ
と
に
は
、
雲
も

去
り
連
山
の
青
さ
が
、
人
の
心
を
捉
え
て
、
洗
わ
れ

る
よ
う
な
、
さ
わ
や
か
な
み
ず
み
ず
し
さ
が
残
る
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
心
を
覆
っ
て
い
た
煩

悩
や
妄
想
の
暗
雲
が
、
消
え
去
っ
た
後
の
清
心
の
譬

喩
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
も
、
新
し
く
選
ば
れ
た
幹
事
の

方
々
と
共
々
、
更
に
発
展
を
し
て
ゆ
く
こ
と
を
念
じ

て
い
ま
す
。

148
号
を
皆
様
の
お
手
元
に
お
送
り
し
ま
す
。

（
永
平
　
緑
）

タンカジャーナル研究会のお知らせ

The Tanka Journalの26号が間もなく完成して、近くお手許に届きます。これを記念して、
次の要領で研究会を開催致します。ふるってご参加ください。希望者は、遅くとも２週間前
までにハガキで塩野崎宏宅、The Tanka Journalあてに申し込みをしてください。

１．日時：９月13日（火） 13：00～夕刻
２．場所：日本歌人クラブ事務局
３．議題

� The Tanka Journal No.26について。（参加を希望された方に、予めどのあたりについ
て話してもらうか、連絡します。）

� James Kirkupさんの最近の作品について…椎木英輔

� 青木春枝さんのA Woman’s Life について…間ルリ

編

集

後

記

◇
幹
事
会
メ
モ

２
・
25

会
誌
147
号
編
集
・
星
野
京
、
永
平
緑
、
鈴
木
明
子
、

伊
藤
泓
子

３
・
１
　
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
中
央
幹
事
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
に
原
田
清

３
・
２
　
会
誌
147
号
編
集
・
星
野
、
永
平
、
鈴
木
、
伊
藤

３
・
８
▲
中
央
幹
事
会
（
３
月
）

▲
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
選
考
委
員
・
藤
岡
武

雄
、
市
原
志
郎
、
林
田
恒
浩
、
原
田
清
、

三
井
ゆ
き
、
大
塚
善
子
、
新
人
賞
選
考
委

員
・
藤
岡
武
雄
、
金
田
義
直
、
永
平
緑
、

松
坂
弘
、
石
黒
陽
子
、
神
作
光
一
、
評
論

賞
選
考
委
員
・
梶
木
剛
、
岩
田
正
、
藤
岡

武
雄
、
御
供
平
佶
、
星
野
京

３
・
９
　
２
０
０
５
年
版
現
代
万
葉
集
（
以
下
万
葉

集
と
す
る
）
編
集
・
星
野
、
永
平
、
伊
藤

３
・
12

会
誌
147
号
初
校
・
星
野
、
永
平
、
鈴
木
、
伊
藤

３
・
16
▲
会
誌
147
号
再
校
・
星
野
、
永
平
、
鈴
木
、
伊
藤
　

▲
万
葉
集
編
集
・
筑
波
笙
子
、
丸
山
郁
夫

３
・
23

第
32
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
選
考
会
議
・

藤
岡
、
市
原
、
大
塚
、
林
田
、
原
田
、
三
井

３
・
25

万
葉
集
編
集
・
星
野
、
永
平
、
伊
藤
、
筑
波
、
丸
山

３
・
29

第
３
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
評
論
賞
選
考
会

議
・
岩
田
正
、
梶
木
剛
、
藤
岡
武
雄
、
星

野
京
、
御
供
平
佶

３
・
30
▲
万
葉
集
編
集
・
星
野
、
鈴
木
、
伊
藤
、
筑
波
、
丸

山
、
津
田
、
下
南
拓
夫

▲
第
11
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
新
人
賞
選
考
会

議
・
藤
岡
武
雄
、
石
黒
陽
子
、
神
作
光
一
、
松
坂
弘

４
・
１
　
会
誌
147
号
礼
状
等
発
送
・
星
野
、
鈴
木
、
伊
藤

４
・
４
　
万
葉
集
編
集
・
星
野
、
永
平
、
鈴
木
、
伊
藤
、
丸

山
、
津
田
、
下
南

４
・
５
　
会
誌
148
号
原
稿
依
頼
・
星
野
、
永
平
、
鈴
木
、

伊
藤

４
・
６
　
タ
ン
カ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
No
26
編
集
・
塩
野

崎
宏
、
椎
木
英
輔
、
川
村
安
宏
、.

林
宏
匡
、
相
澤
東
洋
子

４
・
12
▲
中
央
幹
事
会
（
４
月
）

▲
南
関
東
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
第
54
回
神
奈
川
県

歌
人
会
・
春
の
短
歌
大
会
に
万
葉
集
１
冊

同
・
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
第
58
回
館
山
市
文
化

祭
短
歌
大
会
（
平
成
17
年
11
月
３
日
）
に

万
葉
集
３
冊

▲
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
ヤ
ン
グ
短
歌
連
盟
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
・
「
第
15
回
岡
山
県
児
童
生
徒

短
歌
作
品
募
集
並
び
に
顕
彰
」
へ
運
営
資

金
５
万
円
支
援
決
定

４
・
13

文
化
庁
の
全
日
本
短
歌
大
会
の
新
任
担
当

者
訪
問
・
松
坂
弘
幹
事
、
文
化
庁
か
ら
全

日
本
短
歌
大
会
の
賞
状
３
通
を
受
取
る

４
・
19

万
葉
集
編
集
・
星
野
、
永
平
、
鈴
木
、
伊
藤
、
筑

波
、
丸
山
、
下
南

４
・
26

万
葉
集
編
集
・
星
野
、
永
平
、
鈴
木
、
伊
藤
、
筑

波
、
丸
山
、
下
南

５
・
４
　
万
葉
集
編
集
・
星
野
、
永
平
、
鈴
木
、
伊
藤
、
筑

波
、
丸
山
、
下
南
、
浜
口
美
知
子

５
・
６
　
万
葉
集
編
集
・
星
野
、
永
平
、
鈴
木
、
伊
藤
、
筑

波
、
丸
山
、
下
南
、
浜
口

５
・
９
　
万
葉
集
編
集
・
星
野
、
永
平
、
鈴
木
、
伊
藤
、
丸

山
、
下
南
、
浜
口

５
・
10

中
央
幹
事
会
（
５
月
）

◇
事
務
所
日
録

３
・
１
　
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
中
央
幹
事
選
挙
立
候
補

届
出
受
付
開
始

九
州
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
第
96
回
長
崎
綜
合
短

歌
大
会
（
17
年
５
月
15
日
）
へ
賞
状
一
葉

及
び
万
葉
集
３
冊

３
・
７
　
東
北
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
工
藤
幸
一
参
与
逝
去

弔
電
奉
呈

３
・
16

中
央
幹
事
選
挙
立
候
補
者
宛
「
立
候
補
届

受
理
書
」
14
通
を
発
送
原
田
清
。
会
誌
147

号
発
送
用
ラ
ベ
ル
を
盛
口
紙
芸
へ
送
付

４
・
18

幹
事
会
議
事
録
送
付

４
・
25
「
定
期
総
会
」
及
び
「
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ

中
央
幹
事
選
挙
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」

を
発
送

４
・
26

長
澤
美
津
名
誉
会
員
逝
去
・
弔
電
奉
呈

４
・
27

長
澤
家
通
夜
に
藤
岡
武
雄
会
長
代
理
と
し

て
原
田
清
幹
事
出
席

５
・
２
　
第
26
回
全
日
本
短
歌
大
会
第
一
次
選
考
資

料
を
選
者
へ
送
付
　
　
　（
伊
藤
泓
子
記
）
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